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はじめに 
 

 

 
 
 
 

このたびは、ニコン製品をお買い上げいただき、まことにありがとうございます。 

この使用説明書は、「ECLIPSE Ni/Ci シリーズ顕微鏡」のアプリケーションソフトウェア「Ni 

Setup Tool」のインストールおよび、操作方法について説明しています。ご使用前によくお読み

になり、正しくお使いくださるようお願いいたします。 

顕微鏡のシステム構成や接続手順については、ハードウェアマニュアルをご覧ください。 

 
 
 
 

・ 本書の内容の一部、または全部を無断で複写、転記することを禁止します。 

・ 本書の内容については、将来予告なしに変更することがあります。 

・ 本書の内容については万全を期しておりますが、万一ご不明な点や、誤り、お気付きの点がござ

いましたら、購入先にご連絡くださいますようお願いいたします。 

・ 同時にお使いになる製品がある場合は、その製品の使用説明書もあわせてお読みください。 

・ 製造業者が指定していない使い方をされた場合、製品の安全性が損なわれる恐れがあります。 

 
 
 

 必要な基本知識 

この使用説明書は、Windows の基本的な知識があるユーザーを対象として書かれています。 

使用説明書を読み進めている中でわからない用語や操作がありましたら、お使いの Windows の

使用説明書をご覧ください。 

 
 使用説明書で使われている画面について 

本書は、Windows 7 と Windows 10 を同時に説明しています。 

説明中では、Windows 7 のキャプチャー画面を例にしていますが、操作方法は Windows 7 と

Windows 10 でほぼ共通です。 

ただし、オペレーティングシステム（以下、OS とする）の種類やバージョンの違いによって、

画面の外観や操作が本書に掲載されているものと一部異なる場合があります。OS 特有の操作や

表示画面については、お使いの OS の使用説明書をご覧ください。 

 
 商標 

Microsoft、Windows は、米国 Microsoft 社の米国および各国における登録商標です。 

その他の会社名、製品名は、それぞれの登録商標または商標です。 

本文中の各社の登録商標または商標には、™、®マークは表示しておりません。 

 
 免責 

ニコンは、お客様が本ソフトウェアを使用することに関連して、お客様ご自身又は第三者におい

て、損害の発生その他の問題が生じた場合においても、一切の責任および義務を負担しないもの

とします。 
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 本書の読み方 
 
 

本書では、以下のような表記方法で説明を行っています。 

 

  

 

 
 

マークの種類 
 
 

 

アプリケーションや顕微鏡システムを正常に動作させるために、必ず読んでいただきたい

注意事項です。 

 
操作するに当たって知っておいていただきたい情報です。 

 
操作する上で参考となる情報です。 

 
参照先を表記します。 

 
 
 

本書で使用する画面 
 
 

Ni Setup Tool は、接続されている顕微鏡システムや電動装置によって、表示されるメニューや内容が異

なります。 

本書では、Ni-E の画面を例に説明を行っています。 

操作の際に表示される代表的な

画面例です。 

注意事項や重要事項、補足情報や

参照先などの情報です。 

操作手順や結果の状態などを記載

します。 

[  ]は、メニュー名やボタン名な

ど、画面に表示されている文字列

を示します。 
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準備 1 
  
 
 

本章では、｢Ni Setup Tool｣に必要なハードウェアとソフトウェア、および本アプリケーションソフト

ウェアのインストール方法・アンインストール方法について説明します。 

 
 
 

1.1 必要なハードウェアとソフトウェア 
 
 
 

  

 ｢Ni Setup Tool｣をインストールする前に 

 、メモリーの容量とハードディスクの空き容量が条件を満たしているかを確認してください。 

 PC と顕微鏡システム（Ni-E、Ni-U、Ci-E）を接続する前に、アプリケーションのインストール

をしてください。 

 
 
 

PC 本体 
 
 

項目 条件 

CPU 1GHz 以上のプロセッサー 

メモリー 1GB 以上（32bit OS） 

2GB 以上（64bit OS） 

ハードディスク 100MB 以上の空きがあること 

ビデオ RAM 128MB 以上 

OS Windows 7 Professional SP1 以降（32bit／64bit 各日本語版／英語版） 

Windows 10 Pro（64bit 各日本語版／英語版） 

備考 インストーラーについて 

｢Ni Setup Tool｣のインストーラーは、Web からのダウンロードで入手でき

ます。 

すべての PC にて動作を保証するものではありません。 

詳細については、弊社製品の購入先へお問い合わせください。 

 
 
 

ディスプレイ 
 
 

項目 条件 

解像度 1024×768 ドット True color モード（推奨）で表示可能なもの 
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1.1.1 メモリーの容量を確認する 
 
 

メモリーの容量は、[システムのプロパティ]ダイアログで確認することができます。 

【メモリー】1GB（32bit OS の場合）または 2GB（64bit OS の場合）以上 

 
 

操作手順 
 
 
▼ [スタート]メニュー 

 
 

 (1) [スタート]ボタンをクリックします。 

 

(2) [コントロールパネル]を選択すると、[コント

ロールパネル]画面が表示されます。 

 
▼ [コントロールパネル]画面 

 

 (3) [コントロールパネル]画面で[システム]アイ

コンをダブルクリックすると、[システムのプ

ロパティ]ダイアログが表示されます。 

 図は表示方法に[大きいアイコン]選択時の

表示です。 

 
▼ [システムのプロパティ]ダイアログ  (4) [システムのプロパティ]ダイアログで、メモ

リーの容量が 1GB 以上（32bit OS の場合）

または 2GB 以上（64bit OS の場合）であ

ることを確認します。 

 

(5) [×]ボタンをクリックして、[システムのプ

ロパティ]ダイアログを閉じます。 

 

 

(1) 

(2)
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1.1.2 ハードディスクの空き容量を確認する 
 
 

ハードディスクの空き容量は、[コンピューター]画面で確認することができます。 

ハードディスクの空き容量が足りない場合は、不要なアプリケーションを削除するなどして、ハードディ

スクの空き容量を増やしてください。 

【ハードディスク】100MB 以上の空きがあること 

 
 

操作手順 
 
 
▼ デスクトップ 

 
 

 (1) [コンピューター]アイコンをダブルクリッ

クすると、[コンピューター]画面が表示され

ます。 

 
▼ [コンピューター]画面 

 
 

 (2) [コンピューター]画面でソフトのインス

トール先の[ドライブ]アイコン上を右ク

リックします。 

 

(3) [ショートカット]メニューから[プロパ

ティ]をクリックすると、選択したドライブ

の[プロパティ]ダイアログが表示されます。

 
▼ [ローカルディスクのプロパティ]ダイアログ 

 

 
 

 (4) [ローカルディスクのプロパティ]ダイアロ

グの[全般]タブをクリックします。 

 

(5) ハードディスクの空き容量が 100MB 以上

あることを確認します。 

 

(6) [OK]ボタン、あるいは[キャンセル]ボタン

をクリックして、[プロパティ]ダイアログを

閉じます。 

(2) 

(3)

(4) 

(6) 

(5) 
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1.2 アプリケーションのインストール 
 
 

｢Ni Setup Tool｣をインストールします。 

 

  

 アプリケーションのインストールは、PC と顕微鏡システムを接続する前に行ってください。 

 ｢Ni Setup Tool｣の｣インストールを行うためには｢Administrator｣権限のあるユーザーでログ

インすることが必要です。 

 
 
 

1.2.1 他のアプリケーションをすべて終了する 
 
 

｢Ni Setup Tool｣をインストールする前に、スクリーンセーバーやウィルスチェッカーなどのシステム常

駐型のプログラムをすべて終了します。 

 
 
 

スクリーンセーバーの終了手順 
 
 
▼ デスクトップの[ショートカット]メニュー 

 
 

 (1) デスクトップ上で右クリックすると、

[ショートカット]メニューが表示されます。

 

(2) [ショートカット]メニューの[個人設定]を

選択すると、[個人設定]ダイアログが表示さ

れます。 

 

 
 
▼ [個人設定]ダイアログ 

 

 (3) [個人設定]ダイアログの[スクリーンセー

バー]をクリックすると、[スクリーンセー

バーの設定]ダイアログが表示されます。 
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▼ [スクリーンセーバーの設定]ダイアログ 

 

 (4) [スクリーンセーバーの設定]ダイアログで

[スクリーンセーバー（S）]のプルダウンメ

ニューから[（なし）]を選択します。 

 

(5) [OK]ボタンをクリックします。 

 
 
 

(4) 

(5) 
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1.2.2 セットアップウィザードを実行する 
 
 

インストールは、Web からダウンロードしたインストーラー（Setup.exe）を起動し、表示される画面

のメッセージに従って操作してください。 

 

  

 ｢Ni Setup Tool｣のインストールを行うためには｢Administrator｣でログインすることが必要です。

 ｢Ni Setup Tool｣のアンインストール方法は、『1.3 アプリケーションのアンインストール』をご覧

ください。 

 
 
 

セットアップウィザードの起動 
 
 
▼ セットアップウィザードの起動 

 

 (1) Web からダウンロードしたインストーラー

が保存されているフォルダーの中から、

setup.exe を選択し、ダブルクリックする

と、セットアップウィザードの起動画面が

表示されます。 

 
 
 

インストール手順 
 
 
▼ セットアップウィザードの起動画面 

 
 

 (2) セットアップウィザードの起動画面で

[Next]ボタンをクリックするとインストー

ル先の設定画面が表示されます。 
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▼ インストール先の設定画面 

 
 

 (3) インストール先の設定画面で｢Ni Setup 

Tool｣をインストールするフォルダーとし

て指定します。 

デフォルトの設定では、 

＜C:\Program Files\Nikon\ 

NiSetupTool\＞ になります。 

 フォルダーを変更する場合は、[Browse]ボ

タンをクリックします。 

 

(4) フォルダーを指定後、[Next]ボタンをク

リックすると、インストール画面が表示さ

れます。 

 
 
▼ インストールの確認画面 

 
 

 (5) インストールの確認画面で[Next]ボタンを

クリックすると、インストールが実行され

ます。 

 
 
▼ [ユーザーアカウント制御]確認画面 

 
 

 (6) [ユーザーアカウント制御]確認画面が表示

された場合は、[はい]ボタンをクリックする

と、インストールが実行されます。 

 

 

 
 

(3) 

(4)
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▼ インストール実行中の画面 

 
 

  インストール実行中の画面が表示されます。

 
 
▼ インストール完了時の画面 

 
 

 (7) インストールが完了すると、左の画面が表

示されます。 

[Close]ボタンをクリックして終了します。

 

これで、｢Ni Setup Tool｣のインストールは終了

です。 

 
 
▼ デスクトップ画面 

 
 

 デスクトップに Ni Setup Tool を起動するため

のショートカットアイコンが作成されます。 
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1.2.3 ドライバーをインストールする 
 
 

｢Ni Setup Tool｣のインストールが終了したら、PC と顕微鏡システムを USB コネクターで接続します。は

じめて PC に接続した場合、ドライバーが自動でインストールされます。 

 
 

Windows 7 をご利用の場合 
 
▼ USB コネクター 

 

 

 (1) USB ケーブルの USB A コネクターを PC

に接続し、同ケーブルの他端を顕微鏡シス

テムの USB コネクターに接続します。 

 

システム構成に Ni-E または Ci-E 本機があ

る場合には、本機の USB コネクターに接続

してください。 

Ni-U と CTLB（コントロールボックス B）

の組み合わせの場合には、CTLB の USB コ

ネクターに接続してください。 

 
 

 (2) 顕微鏡システムの電源を ON にします。 

 自動的にドライバーのインストールが開始

されます。 

 

 インストールが完了します。 

 
 
 

Windows 10 をご利用の場合 

Windows 10 をご利用の場合、顕微鏡デバイスのドライバーが自動で認識されないことがあります。 

その場合は手動でドライバーを再インストールします。 

 
▼ USB コネクター 

 

 

 (1) USB ケーブルの USB A コネクターを PC

に接続し、同ケーブルの他端を顕微鏡シス

テムの USB コネクターに接続します。 

 

システム構成に Ni-E または Ci-E 本機があ

る場合には、本機の USB コネクターに接続

してください。 

Ni-U と CTLB（コントロールボックス B）

の組み合わせの場合には、CTLB の USB コ

ネクターに接続してください。 

(2) 顕微鏡システムの電源を ON にします。 

 

USB A コネクター 

USB A コネクター 
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▼ ドライバーのインストール画面 

 
 
 

 (3) ドライバーをインストールする画面が表示

されます。 

 インストール終了後、[閉じる]ボタンをク

リックして画面を閉じます。 

 

▼ Ni Setup Tool を起動 

 
 

 (4) デスクトップの Ni Setup Tool のショート

カットアイコンをダブルクリックします。

 Ni Setup Tool が正しく起動しない場合は

以下の手順でドライバーを再インストール

します。 

次の手順へ進みます。 

▼ Windows のスタートメニュー 

 
 
 

 (5) デスクトップ画面左下にある Windows ア

イコンをクリックして、スタートメニュー

を表示します。 

 

(6) [設定]をクリックして、Windows の設定画

面を表示します。 

 

▼ Windows の設定画面 

 

 (7) [デバイス]をクリックして、デバイスの設定

画面を表示します。 
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▼ デバイスの設定画面 

 
 

 (8) [デバイス マネージャー]をクリックして、

デバイス マネージャー画面を表示します。

 

 

▼ デバイス マネージャー画面 

 
 

 (9) ドライバーの状態を確認します。 

 顕微鏡デバイス名が[ほかのデバイス]下に

表示されている場合は、ドライバーが正し

く認識されていない状態です。 

 

(10) 顕微鏡デバイス名を右クリックしてサブメ

ニューを表示し、[ドライバーソフトウェア

の更新]を選択します。 

 

▼ ドライバーソフトウェアの更新 

 
 

 (11) [ドライバー ソフトウェアの最新版を自動

検索します]をクリックします。 
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▼ ドライバーソフトウェアのインストール 

 
 
 

 (12) [インストール]をクリックします。 

 ドライバーのインストールが開始されます。

 

▼ ドライバーソフトウェアのインストール 

 
 
 

 (13) インストールが完了したら、[閉じる]をク

リックします。 

 

 

▼ デバイス マネージャー画面 

 

 (14) デバイスマネージャー上で、[イメージング

デバイス]下に[Nikon USB Microscope]

と表示されていることを確認します。 

 

ドライバーの再インストールは以上です。 
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1.3 アプリケーションのアンインストール 
 
 

｢Ni Setup Tool｣が不要になり、アプリケーションをアンインストール（ハードディスクから削除）する

場合は、[コントロールパネル]の[プログラムと機能]から行います。 

 

  

 アンインストール後は、再度インストールしなければ、アプリケーションを使用するこ

とはできません。 

 
 
 

アンインストール手順 
 
 
▼ [スタート]メニュー 

 
 

 (1) [スタート]ボタンをクリックします。 

 

(2) [コントロールパネル]を選択すると、[コント

ロールパネル]画面が表示されます。 

 
 
▼ [コントロールパネル]画面 

 

 (3) [コントロールパネル]画面で[プログラムと

機能]アイコンをダブルクリックすると、ア

ンインストールするプログラムを選択する

ダイアログが表示されます。 

 図は表示方法に[大きいアイコン]選択時の表

示です。 

 
 

(1) 

(2)
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▼ アンインストールするプログラムを選択するダイアログ 

 
 

 (4) アンインストールするプログラムを選択す

るダイアログで[Nikon Ni Setup Tool 

vX.X.X.X]を選択します。 

 （「ｖX.X.X.X」はバージョン番号によって表

示が異なります。） 

 

(5) [アンインストール]ボタンをクリックします。

 
 
▼ [プログラムと機能]画面 

 
 

 (6) [プログラムと機能]画面が表示された場合

は、[はい]ボタンをクリックすると、アンイ

ンストールが実行されます。 

 

 
 
▼ [ユーザーアカウント制御]確認画面 

 
 

 (7) [ユーザーアカウント制御]確認画面が表示さ

れた場合は、[はい]ボタンをクリックすると、

アンインストールが実行されます。 

 

 
 
▼ アンインストール実行中の画面 

 

 アンインストール実行中の画面が表示さ

れ、PC からアプリケーションが削除されま

す。 

 

これで、アプリケーションのアンインストールは

終了です。 
 

(4) 

(5)
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Ni Setup Tool の基本操作2 
 
 
 

本章では、Ni Setup Tool の基本的な使い方や、顕微鏡システムとの通信などについて説明します。 

 
 
 

2.1 Ni Setup Tool でできること 
 
 

｢Ni Setup Tool｣には、おもに以下の 3 つの機能があります。 

 

 電動装置のセットアップ 

はじめて PC と顕微鏡システムを接続したときに、顕微鏡システムへ電動装置情報等を設定する作業

です。 

使い方の詳細は、『第 3 章 セットアップ』をご覧ください。 

 

 電動装置のコントロール 

検鏡時に、顕微鏡システムの現在の状態をビジュアルに把握したり、電動装置を PC から操作するこ

とができます。 

使い方の詳細は、『第 4 章 電動装置のコントロール』をご覧ください。 

 

 その他の機能 

電動装置の制限値を設定したり、顕微鏡本機やエルゴコントローラーへのスイッチの割り当て、

MODE の登録や再現などが行えます。 

使い方の詳細は、『第 5 章 その他の機能』をご覧ください。 

 
 

  

 はじめて｢Ni Setup Tool｣をご使用の際は、必ずセットアップを行って顕微鏡シス

テムの情報を登録してください。 

詳しくは、『第 3 章 セットアップ』をご覧ください。 

 1 台の PC に対して、4 台までの顕微鏡システム（Ni-E、Ni-U＋CTLB、Ci-E）

を接続し、操作することが可能です。5 台以上を同時に接続する場合は、正常に

動作しない恐れがありますのでご注意ください。 

 USB コネクターの差し替えを行う場合は、一度、Ni Setup Tool を終了してから

行ってください。電源を入れたまま差し替えを行いますと、正常に動作しない恐

れがありますのでご注意ください。 

 接続されている顕微鏡システムや電動装置の装着状態によって、使用できるメ

ニューや項目が異なります。 
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2.2 Ni Setup Tool の起動・終了 
 

起動や終了にはいくつかの方法があります。ここでは、一般的な方法として、[スタート]メニューから起

動する方法と、メイン画面の[Exit]ボタンから終了する方法を説明します。 

 
 

2.2.1 起動方法 
 
 

▼ USB コネクター 

 

 

 (1) PC と顕微鏡システムを USB ケーブルで接続

し、顕微鏡システムの電源を入れます。 

顕微鏡システムの初期化に最大20秒程かかり

ます。 

 

システム構成に Ni-E または Ci-E 本機がある

場合には、本機の USB コネクターに接続して

ください。 

Ni-U と CTLB（コントロールボックス B）の

組み合わせの場合には、CTLB の USB コネ

クターに接続してください。 

 

顕微鏡システムの USB 接続、および起動に関

しては、顕微鏡本機の使用説明書をご覧くだ

さい。 

 
(2) PC を起動します。 

 

PC の起動に関しては、PC の使用説明書をご

覧ください。 

▼ デスクトップ画面 

 
 
▼ [スタート]メニュー 

 
 

 (3) 以下のどちらかの方法で Ni Setup Tool を

起動します。 

 デスクトップの Ni Setup Tool アイコンを

ダブルクリック 

 [スタート]ボタンから[すべてのプログラ

ム]－[Nikon]－[NiSetupTool]をクリック

メイン画面が表示されます。 

 

Ni Setup Tool 起動後は、顕微鏡と接続してい

る USB ケーブルを抜かないでください。 

USB A コネクター 
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 ■複数の顕微鏡システムが接続されている場合 

PC に USB 接続されている顕微鏡の中で

もっとも USB ポート番号の小さいものが

接続されます。 

 

 

起動後に、接続する顕微鏡システムを切り

替えることもできます。 

▼ スプラッシュ画面 

 
 

 顕微鏡システムの情報取得、画面の初期化

を行っている間はスプラッシュ画面が表示

されます。 

▼ 光路選択画面 

 

 ■接続されている電動装置が前回終了時と異な

る場合 

光路選択画面が表示されます。 

(1) [Setting Pattern]プルダウンリストから中

間鏡筒パターンを選択します。 

(2) [OK]ボタンをクリックします。 

アプリケーションが起動し、メイン画面が

表示されます。 

 

中間鏡筒パターンについては、『3.3.2 中

間鏡筒パターンの設定 [LightPath]』をご

覧ください。 

▼ メイン画面例【Ni-E】   

スプラッシュ画面終了後、メイン画面が表

示されます。 

表示されるメイン画面は、接続されている

顕微鏡システム、および装着されている電

動装置の状態によって異なります。 

 

なお、本書では、Ni-E の画面を例にして説

明を行います。 

 



第 2 章 Ni Setup Tool の基本操作 

2.2 Ni Setup Tool の起動・終了 

23 

▼ メイン画面例【Ni-U】  ▼ メイン画面例【Ci-E】 

 
 
 

2.2.2 終了方法 
 
 
▼ メイン画面 

 
 

 (1) メイン画面で[Exit]ボタンをクリックしま

す。 

確認のメッセージ画面が表示されます。 

 

▼ メッセージ画面 

 

 (2) [OK]ボタンをクリックします。 

顕微鏡システムとの通信が切断され、Ni 

Setup Tool が終了します。 
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2.3 メイン画面について 
 
 
 

2.3.1 画面構成 
 
 

Ni Setup Tool のメイン画面は、セットアップや設定を行う「メニュー部」と、実際に顕微鏡システムを

操作する「電動装置コントロール部」から構成されています。 

 
 
▼ メイン画面 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

[Exit]ボタン 

クリックすると、Ni Setup Tool

が終了します。 

メニュー部 

メニューを選択する

と、下にサブメニュー

が表示され、電動装置

の設定や情報の確認

などが行えます。 

顕微鏡システム名表示 

現在接続されている顕微鏡システム

名が表示されます。 

サブメニュー 

表示部 

電動装置コントロール部 

接続されている電動装置の設定状態が表示されます。 

ボタンやスクロールバーなどを使って、実際の電動装置を制御できます。 
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2.3.2 基本操作 
 
 
 
▼ メニュー部 

 

 

 (1) メニューをクリックします。 

サブメニューが表示されます。 

 

(2) サブメニューをクリックします。 

設定画面が表示されたり、機能が実行され

たりします。 

 
 
 
▼ サブメニュー部 

 

 

 

                  

 第 2 章 2.4
 

 第 3 章 
 

 
第 5 章 5.2

 

 
第 5 章 5.3 

第 5 章 5.1 
 
 
 

サブメニュー 

メニュー 

[Setting] 

セットアップと各種設定

[Connection] 

顕微鏡システムとの通信 

[Information] 

各種情報の表示 

[Custom Observation]

MODE 機能 
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▼ 電動装置のコントロール部 

 

 

 

 

 (1) 顕微鏡システムのイメージが中央に表示さ

れ、周囲には各電動装置を示すアイコンと、

現在の顕微鏡システムの制御状態が表示さ

れています。 

(2) 各電動装置の設定を変更すると、顕微鏡シ

ステムに反映されます。 

■おもな操作 

  ボタン： 

クリックしてリストを表示させ選択する 

   ボタン： 

クリックして数値を変更する 

  のように凹凸のあるボタン： 

クリックして ON/OFF を切り替えたり、

設定画面を表示させる 

 

 

アイコンの意味や電動装置の操作方法につ

いては、『第 4 章 電動装置のコントロー

ル』をご覧ください。 

 
 
 

電動装置を示すアイコン 
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2.4 顕微鏡システムとの通信  [Connection] 
 
 
 

2.4.1 顕微鏡システムの選択 
 

2 台以上の顕微鏡システムを接続している場合は、アプリケーション起動後に、使用する顕微鏡システム

を切り替えることができます。 

 
▼ メニュー部 

 
 

 (1) [Connection]をクリックします。 

メニュー部の下に Connection メニューが

表示されます。 

反転表示されているのが現在接続されてい

る顕微鏡システムです。 

(2) リストボックスから使用したい顕微鏡シス

テムをダブルクリックします。 

確認のメッセージ画面が表示されます。 

 

▼ メッセージ画面 

 

 (3) [はい]ボタンをクリックします。 

前の顕微鏡システムとの通信が切断され、

新しく選択した顕微鏡システムとの通信が

開始されます（すべての画面が閉じ、スプ

ラッシュ画面が表示されます）。 

 

 
 
 

2.4.2 顕微鏡システムの状態取得  [Read Status] 
 

PC と顕微鏡システムとの通信が正常に行われなかった場合などに、改めて顕微鏡システムの情報取得を

行います。 

 
▼ メニュー部 

 

 (1) [Connection]をクリックします。 

メニュー部の下に Connection メニューが

表示されます。 

(2) [Read Status]をクリックします。 

顕微鏡システムとの通信が行われ、現在の状態

が取得されます。 
 

 

 



第 2 章 Ni Setup Tool の基本操作 

2.4 顕微鏡システムとの通信  [Connection] 

28 

2.4.3 スリープモードの ON/OFF  [Sleep Mode] 
 
 

スリープモードの ON/OFF を切り替えます。スリープモードを ON にすると対象の電動装置の電源が

OFF になります。Ni-E のみの機能になります。 

 
 
▼ メニュー部 

 
 

 (1) [Connection]をクリックします。 

メニュー部の下に Connection メニューが

表示されます。 

(2) [Sleep Mode]をクリックして、スリープモー

ドの ON/OFF を切り替えます。 

ON にすると、スリープ対象となる電動装置の

電源が OFF になります。 

画面ではスリープ対象となる電動装置のボタ

ンが無効になります。 

 

 
 
▼ スリープモードが ON の状態  ■スリープ対象となる電動装置 

・ 光路 

・ 対物レンズ 

・ フィルターキューブ 

・ フィルターキューブ 2 

・ 吸収フィルター 

・ 励起フィルター 

・ コンデンサーモジュール 

・ 透過開口絞り 

・ 光学ズーム 

・ ND フィルター 

・ EPI シャッター 

・ DIA シャッター 

 

 

スリープモードが ON の状態では、以下の

機能を使用することができません。 

・ EPI シャッター 一括操作 

・ 上下動合焦位置設定（Focus Pos. Set）

・ MODE 機能（Custom Observation）

 

白枠部分は電源が OFF になった電動装置
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セットアップ3 
 
 

本章では、はじめて Ni Setup Tool を使用するときに、新規に顕微鏡システムの設定を登録する方法に

ついて説明します。セットアップでは、顕微鏡システムの設定を変更した場合に、その箇所のみ顕微鏡シ

ステムの情報を変更することもできます。 

 
 

3.1 セットアップ作業の流れ 
 
 

セットアップでは、以下の流れで顕微鏡システムの情報を設定します。 

 
 

Ni Setup Tool 起動 
顕微鏡システムの初期化終了後、Ni Setup Tool を起動します。 

 2.2.1 起動方法 

 
顕微鏡システムの状態が取得されます。 

セットアップ画面の表示 

セットアップ画面を表示します。 

 3.2.1 セットアップの開始・終了 

 セットアップ画面には、顕微鏡システム接続時に取得された顕微鏡システムの情報

が表示されます。 

 

2 回目以降にセットアップを行う場合は、必要に応じて以下の操作を行います。 
 

Ni Setup Tool 起動後に顕微鏡システムの設定を変更した場合に、最新情報を

読み込んでからセットアップする 

 3.2.5 顕微鏡システムの読込み [Receive] 

 

保存済みの設定情報を読み込んでからセットアップする 

 3.2.3 設定情報の読込み [Load] 

顕微鏡システムの情報設定 

顕微鏡システムで使用する対物レンズやフィルターキューブなどの情報を設定しま

す。（顕微鏡システムの構成によって、設定できる項目は異なります。） 

 3.1.1 設定項目一覧、3.3 ～3.10 

 
 

設定内容の送信 

設定した顕微鏡システムの情報を、顕微鏡システム側に送信します。 

（設定情報は、顕微鏡システム側のメモリーに上書き保存されます。） 

 3.2.6 顕微鏡システムへの反映 [Send] 

 
 

情報設定ファイルの保存 

設定した顕微鏡システムの情報を、ファイル名を付けて保存します。 

（保存せずに終了することも可能ですが、顕微鏡システム側のメモリーは上書きさ

れますので、ファイル名を付けて保存しておくことをお勧めします。） 

 3.2.4 設定情報の保存 [Save] 

 
 

セットアップの終了 

セットアップ画面を閉じ、セットアップを終了します。 

 3.2.1 セットアップの開始・終了 
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3.1.1 設定項目一覧 
 
 

セットアップで設定可能な項目の一覧を以下に示します。 

 
 

機能メニュー 機能表示 Ni-E Ni-U Ci-E 参照項 

System Name 

（基本情報の設定） 

Status（システム内容の確認） ○ ○ ○ 3.3.1 

LightPath  

（中間鏡筒のパターン設定） 
○ ○ ○ 3.3.2 

Objective 

（対物レンズ設定） 

Nosepiece 

（対物レンズ装着設定） 
○ ○ ○ 3.4.1 

Optional Obj． 

（新規対物レンズ登録） 
○ ○ ○ 3.4.2 

Limit Control（特殊制御設定） ○ ○ ○ 3.4.3 

Toggle（トグルパターン設定） ○ ○ ○ 3.4.4 

Filter Cube 

（フィルターキューブ

設定） 

Filter Cube 

（フィルターキューブ装着設定） 
○ ○ × 3.5.1 

Filter Cube 2 

（フィルターキューブ 2 装着設定） 
○ × × 3.5.1 

Optional Cube 

（新規フィルターキューブ登録） 
○ ○ × 3.5.2 

Optional Item（アイテム名称登録） ○ ○ × 3.5.3 

Exciter Filter 

（励起フィルター設定） 

EX Filter（励起フィルター装着設

定） 
○ × × 3.6.1 

Optional EX 

（新規励起フィルター登録） 
○ × × 3.6.2 

Barrier Filter 

（吸収フィルター設定） 

BA Filter（吸収フィルター装着設

定） 
○ × × 3.7.1 

Optional BA 

（新規吸収フィルター登録） 
○ × × 3.7.2 

Condenser 

（ コ ン デ ン サ ー モ

ジュール設定） 

Condenser 

（コンデンサーモジュール装着設

定） 

○ × × 3.8.1 

Optional 

（新規コンデンサーモジュール登

録） 

○ × × 3.8.2 

Interlock 

（連動制御設定） 

Objective 

（対物、光路、ズーム連動設定） 
○ × ○ 3.9.1 

Capture（キャプチャー連動設定） ○ × × 3.9.2 

Control 

（制御に関する設定） 

 

DSC/Shutter 

（シャッター、カメラ設定） 
○ ○ ○ 3.10.1 

Microscope（顕微鏡本体設定） ○ ○ ○ 3.10.2 

Ergo/Joy 

（エルゴコントローラー、ジョイス

ティック設定） 

○ × × 3.10.3 

Keyboard（ショートカットキー設

定） 
○ ○ ○ 3.10.4 

○: 設定可能 

×: 設定不可 
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3.2 セットアップの基本操作 
 
 
 

3.2.1 セットアップの開始・終了 
 
 
 

開始方法 
 
 
 

▼ Ni Setup Tool のメイン画面 

 

 

 (1) Ni Setup Tool のメイン画面に、顕微鏡名称や

電動装置の接続状態が表示されていることを確

認します。 

 

Ni Setup Tool の起動方法や顕微鏡の選択、メ

イン画面については、『第 2 章 Ni Setup Tool

の基本操作』をご覧ください。 

(2) メニュー部の[Setting]をクリックします。 

メニュー部の下に Setting メニューが表示され

ます。 

(3) [Setup]をクリックすると、セットアップ画面

が表示されます。 

 

Ni Setup Tool 起動後は、顕微鏡と接続して

いる USB ケーブルを抜かないでください。 

設定した内容を顕微鏡の起動時に反映するた

めには、顕微鏡の電源を落とす前に Setup 

Tool を終了する必要があります。 

Setup Tool 終了後、しばらくしてから顕微鏡

の電源を落とすようにしてください。 

 
 
▼ セットアップ画面   

 

 

(2) [Setting]をクリックする 

(3) [Setup]をクリックする 
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終了方法 
 
 
 
▼ セットアップ画面

 

 (1) [Exit]ボタンをクリックします。 

セットアップの終了を確認するメッセージ

画面が表示されます。 

 
 
 
▼ メッセージ画面 

 

 (2) [OK]ボタンをクリックします。 

セットアップが終了します。 

 
 
 

(2) [OK]ボタンをクリックする 

(1) [Exit]ボタンをクリックする 
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3.2.2 セットアップ画面の構成 
 
 

セットアップ画面は、メイン設定項目ボタン、サブ設定項目ボタン、設定画面、基本操作ボタンから構成

されています。 

 

顕微鏡システムの構成によっては、表示されないメイン設定項目ボタン、サブ設定項目ボタンがあり

ます。 

 
▼ セットアップ画面【Ni-E】 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
▼ セットアップ画面【Ni-U】  

 

Ni-U 接続時には、以下の設定項目ボタンは

表示されません。 

・ [Exciter Filter] 

・ [Barrier Filter] 

・ [Condenser] 

・ [Interlock] 

 

 

 
 

設定画面 

サブ設定項目ボタン 

基本操作ボタン 

メイン設定項目ボタン 
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▼ セットアップ画面【Ci-E】  
 

Ci-E 接続時は、以下の設定項目ボタンは表

示されません。 

・ [Filter Cube] 

・ [Exciter Filter] 

・ [Barrier Filter] 

・ [Condenser] 

 
 
 
▼ メイン設定項目ボタン 

 

 (1) メイン設定項目のボタンをクリックしま

す。 

画面の中央部分が、その項目の設定画面に

切り替わります。 

 

 
 
 

(1)  メイン設定項目のボタンを

クリックする 
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3.2.3 設定情報の読込み  [Load] 
 
 

すでに顕微鏡システムの設定情報データファイル（XML 形式）がある場合は、それを読み込み、各設定

項目の画面に反映します。 

ただし、設定情報データファイルに設定情報がない場合は、対象の画面には反映されません。 

反映される設定情報を以下に示します。 

 
 

機能メニュー 画面 項目 

System Name Status System Name（顕微鏡名） 

LightPath Setting Pattern（光路パターン） 

Objective Nosepiece Nosepiece（対物レンズ装着設定情報） 

Optional Obj. Optional Objective（追加対物レンズ情報） 

Limit Control Reverse Rotation（対物レンズ回転方向） 

Safety Setting Enable（退避有効設定） 

Toggle Toggle Pattern Setting（トグルパターン設定） 

Filter Cube Filter Cube Filter Cube（フィルターキューブ設定情報） 

Filter Cube 2 Filter Cube 2（フィルターキューブ 2 設定情報） 

Optional Cube Optional Cube（追加フィルターキューブ情報） 

Optional Item Optional Dichroic Mirror（追加ダイクロイックミラー情報） 

Optional Exciter Filter（追加励起フィルター情報）※1 

Optional Barrier Filter（追加吸収フィルター情報）※2 

Exciter Filter EX Filter Exciter Filter（励起フィルター装着設定情報） 

Optional EX Optional Exciter Filter（追加励起フィルター情報）※1 

Barrier Filter BA Filter Barrier Filter（吸収フィルター装着設定情報） 

Optional BA Optional Barrier Filter（追加吸収フィルター情報）※2 

Condenser Condenser Condenser（コンデンサーモジュール装着設定情報） 

Optional Optional Condenser（追加コンデンサー情報） 

Interlock Objective Objective、Path、Optical Zoom（連動制御設定情報） 

Capture Capture（キャプチャー連動制御設定情報） 

Control DSC/Shutter EPI Shutter Port（EPI シャッターポート設定情報） 

DIA Shutter Port（DIA シャッターポート設定情報） 

DSC1（カメラ設定情報） 

DSC2（カメラ設定情報） 

Microscope Microscope Setting（顕微鏡本体設定情報） 

Capture button Setting（キャプチャーボタン設定情報） 

Z Drive Setting（上下動部 Z 設定情報） 

FL Turret drive speed（ターレット設定情報） 

Ergo/JOY Ergo Switch Setting（エルゴスイッチ設定情報） 

Knob Setting（エルゴ/ジョイスティックノブ設定情報） 

Keyboard Key Function （ショートカットキー設定） 

※1、2：共通になります。 
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▼ セットアップ画面 

 

 

 (1) [Load]ボタンをクリックします。 

 ファイル選択画面が表示されます。 

 

 
 
 
▼ ファイル選択画面 

 

 

 

 

 (2) 設定情報データファイルを選択し、[開く]

ボタンをクリックします。 

 選択したファイルに保存されている設定情

報が読み込まれ、各設定画面に反映されま

す。 

確認のメッセージ画面が表示されます。 

 

 

 
 
 
▼ メッセージ画面 

 

 (3) [OK]ボタンをクリックします。 

 

 
 

(1)  [Load]ボタンをクリックする 

(2)-2 

[開く]ボタンをクリッ

クする 

(2)-1 

設定情報データファイ

ルを選択する 

(3)  [OK]ボタンをクリックする 
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3.2.4 設定情報の保存  [Save] 
 
 

各設定項目画面の設定情報を設定情報データファイル（XML 形式）として保存します。 

 
 
▼ セットアップ画面 

 

 (1) [Save]ボタンをクリックします。 

 ファイル保存画面が表示されます。 

 

 
 
 
▼ ファイル保存画面 

 

 

 

 (2) 保存先とファイル名を指定し、[保存]ボタン

をクリックします。 

 設定情報が保存され、確認のメッセージ画

面が表示されます。 

 

 

 
 
 
▼ メッセージ画面 

 

 (3) [OK]ボタンをクリックします。 

 

 

(1)  [Save]ボタンをクリックする 

(2)-1 

ファイル名を指定する 

(2)-2 

[保存]ボタンをクリックする

(3) [OK]ボタンをクリックする 
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3.2.5 顕微鏡システムの読込み  [Receive] 
 
 

接続している顕微鏡システムから最新の設定情報を読み込み、各設定項目画面に反映します。 

セットアップ画面起動後に他のコントロールソフトで変更した設定情報をセットアップ画面に表示した

い場合は、この操作を行ってください。 

 
 
▼ セットアップ画面 

 

 

 (1) [Receive]ボタンをクリックします。 

 顕微鏡システムの最新情報が読み込まれ、

各設定項目画面に反映されます。 

確認のメッセージ画面が表示されます。 

 

 
 
 
▼ メッセージ画面 

 

 (2) [OK]ボタンをクリックします。 

 

 

(1)  [Receive]ボタンをクリックする

(2) [OK]ボタンをクリックする 
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3.2.6 顕微鏡システムへの反映  [Send] 
 
 

各設定項目の画面で設定した情報を接続している顕微鏡システムへ送信します。接続されている電動装置

の設定情報のみ送信します。 

各電動装置へ送信される設定情報を以下に示します。 

 
 

機能メニュー 画面 項目 

Objective Nosepiece Nosepiece（対物レンズ装着設定情報） 

Optional Obj. Optional Objective（追加対物レンズ情報） 

Limit Control Reveres Rotation（対物レンズ回転方向） 

Safety Setting Enable（退避有効設定） 

Toggle Toggle Pattern Setting（トグルパターン設定） 

Filter Cube Filter Cube Filter Cube（フィルターキューブ設定情報） 

Filter Cube 2 Filter Cube 2（フィルターキューブ 2 設定情報） 

Optional Cube Optional Cube（追加フィルターキューブ情報） 

Optional Item Optional Dichroic Mirror（追加ダイクロイックミラー情報） 

Optional Exciter Filter（追加励起フィルター情報）※1 

Optional Barrier Filter（追加吸収フィルター情報）※2 

Exciter Filter EX Filter Exciter Filter（励起フィルター装着設定情報） 

Optional EX Optional Exciter Filter（追加励起フィルター情報）※1 

Barrier Filter BA Filter Barrier Filter（吸収フィルター装着設定情報） 

Optional BA Optional Barrier Filter（追加吸収フィルター情報）※2 

Condenser Condenser Condenser（コンデンサーモジュール装着設定情報） 

Optional Optional Condenser（追加コンデンサー情報） 

Interlock Objective Objective、Path、Optical Zoom（連動制御設定情報） 

Capture Capture（キャプチャー連動制御設定情報） 

Control DSC/Shutter EPI Shutter Port（EPI シャッターポート設定情報） 

DIA Shutter Port（DIA シャッターポート設定情報） 

DSC1（カメラ設定情報） 

DSC2（カメラ設定情報） 

Microscope Microscope Setting（顕微鏡本体設定情報） 

Capture button Setting（キャプチャーボタン設定情報） 

Z Drive Setting（上下動部 Z 設定情報） 

FL Turret drive speed（ターレット設定情報） 

Ergo/JOY Ergo Switch Setting（エルゴスイッチ設定情報） 

Knob Setting（エルゴ/ジョイスティックノブ設定情報） 

※1、2：共通になります。 
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▼ セットアップ画面 

 

 

 (1) [Send]ボタンをクリックします。 

設定情報が顕微鏡システムへ送信されま

す。 

確認のメッセージ画面が表示されます。 

 

 
 
 
▼ メッセージ画面 

 

 (2) [OK]ボタンをクリックします。 

 
 

(1)  [Send]ボタンをクリックする

(2) [OK]ボタンをクリックする 
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3.3 基本情報の設定  [System Name] 
 
 

顕微鏡システムの設定状態を把握し、光路を選択することで、顕微鏡をコントロールする準備ができます。 

基本情報では、以下の項目を確認、設定できます。 

 システム内容の確認： 

接続されている顕微鏡システムの名称と電動装置、および未接続の電動装置を表示する 

 中間鏡筒パターンの設定： 

光路を選択し、コントロール画面に表示される顕微鏡の画像を変更する 

 
 
 

各画面の表示方法 
 

メイン設定項目ボタン[System Name]をクリックすると、顕微鏡システムの基本情報画面が表示されま

す。 

 
 
▼ 顕微鏡システムの基本情報画面 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 (1) メイン設定項目ボタンの[System Name]

ボタンをクリックします。 

(2) 各サブ設定項目ボタンをクリックし、各設

定画面を表示します。 

 

 

 

(1) [System Name]ボタン

をクリックする 

(2) サブ設定項目ボタンを

クリックする 
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3.3.1 システム内容の確認  [Status] 
 
 

顕微鏡システムの基本情報画面のサブ設定項目ボタン[Status]をクリックすると、顕微鏡システム内容確

認画面が表示されます。 

接続されている顕微鏡システムの名称と電動装置、および未接続の電動装置を表示します。 

表示される項目は、顕微鏡システムによって異なります。また未接続の電動装置は、表示するものとしな

いものがあります。 

電動装置の表示項目一覧を以下に示します。 

 
 

番号 表示項目 
Ni-E Ni-U Ci-E 

接続 未接続 接続 未接続 接続 未接続 

1 Z Stage Control ○ × － － － － 

2 Objective Z ○ × － － － － 

3 XY Stage Control ○ ○ － － － － 

4 Objective Control ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

5 Condenser Module Control ○ ○ － － ○ ○ 

6 Filter Cube Control ○ ○ ○ ○ － － 

7 Filter Cube Shutter Control ○ ○ ○ ○ － － 

8 Filter Cube2 Control ○ × － － － － 

9 Filter Cube2 Shutter Control ○ × － － － － 

10 Exciter Filter Wheel Control ○ ○ － － － － 

11 Barrier Filter Wheel Control ○ × － － － － 

12 LightPath Control ○ ○ － － － － 

13 EPI Shutter Control ○ × ○ × － － 

14 DIA Shutter Control ○ × ○ × － － 

15 AUX Shutter Control ○ × ○ × － － 

16 DSC1 ○ × ○ × ○ × 

17 DSC2 ○ × － － － － 

18 IntesiLight Control ○ ○ ○ ○ － － 

19 DIA Lamp Control ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

20 DIA Aperture Stop Control ○ ○ － － － － 

21 DIA Field Stop Control ○ ○ － － － － 

22 Optical Zoom Control ○ ○ － － － － 

23 ND Filter Control ○ ○ － － － － 

24 Ergo/Joy Control ○ × － － － － 

 

○：表示する 

×：表示しない 

—：接続不可 
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▼ 顕微鏡システムの内容確認画面 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 (1) サブ設定項目ボタンの[Status]ボタンをク

リックします。 

[System name]に接続されている顕微鏡

システム名称、その下のテキストボックス

に電動装置の接続状態が表示されます。 

[Mounted Accessories]の下に接続され

ている電動装置、[Not Mounted 

Accessories]の下に未接続の電動装置が表

示されます。 

 

 
 
 

(1) [Status]ボタンをクリッ

クする 
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3.3.2 中間鏡筒パターンの設定  [LightPath] 
 
 

顕微鏡システムの基本情報画面のサブ設定項目ボタン[LightPath]をクリックすると、中間鏡筒パターン

設定画面が表示されます。 

中間鏡筒パターン設定では、電動装置コントロール部に表示される顕微鏡の画像を変更できます。顕微鏡

のコンタクトアームより上を 4 分割し、下図の A～D に接続されている電動装置と一致するパターンを

選択します。 

 
 

パターンは以下の 10 種類があります。 

 

パターン 
中間鏡筒

段数 
A B C D 

1 0 None (なし) None (なし) None (なし) None (なし) 

2 1 
FilterTurret 
(蛍光キューブターレット) 

EPI Lamp  
(落射照明) 

None (なし) None (なし) 

3 1 
FilterTurret 
(蛍光キューブターレット) 

Intensilight 
(ファイバー光源) 

None (なし) None (なし) 

4 2 
FilterTurret 
(蛍光キューブターレット) 

EPI Lamp  
(落射照明) 

Barrier 
(吸収フィルター) 

None (なし) 

5 2 
FilterTurret 
(蛍光キューブターレット) 

Intensilight 
(ファイバー光源) 

Barrier 
(吸収フィルター) 

None (なし) 

6 予約 

7 2 
FilterTurret 
(蛍光キューブターレット) 

Laser 
(レーザー) 

FilterTurret2 
(蛍光キューブターレット 2) 

Intensilight 
(ファイバー光源) 

8 2 
FilterTurret 
(蛍光キューブターレット) 

EPI Lamp  
(落射照明) 

FilterTurret2 
(蛍光キューブターレット 2) 

BackPort 
(バックポートユニット)

9 2 
FilterTurret 
(蛍光キューブターレット) 

Intensilight 
(ファイバー光源) 

FilterTurret2 
(蛍光キューブターレット 2) 

BackPort 
(バックポートユニット)

10 2 
FilterTurret 
(蛍光キューブターレット) 

BackPort 
(バックポートユニット)

FilterTurret2 
(蛍光キューブターレット 2) 

EPI Lamp  
(落射照明) 

11 2 
FilterTurret 
(蛍光キューブターレット) 

BackPort 
(バックポートユニット)

FilterTurret2 
(蛍光キューブターレット 2) 

Intensilight 
(ファイバー光源) 

 
 
 
▼ 中間鏡筒パターン設定画面 

 

 (1) サブ設定項目ボタンの[LightPath]ボタン

をクリックします。 

(2) [Setting Pattern]プルダウンリストから

パターンを選択します。 

 

装着している電動/状態検出装置の種類に

よって、プルダウンリストに表示されるパ

ターンは限定されます。 

(3) [Apply]ボタンをクリックします。 

電動装置コントロール部の顕微鏡画像が選

択したパターンに変更されます。 

(3) [Apply]ボタンを

クリックする 

(2) パターンを選択する 

(1)  [LightPath]ボタンを

クリックする 
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3.4 対物レンズ設定  [Objective] 
 
 

対物レンズの設定を行うことで、顕微鏡システムの操作状態をタイムリーに把握でき、また、対物レンズ

切替え連動を制御することができるようになります。 

対物レンズの情報として、以下の項目を設定できます。 

 対物レンズ装着設定：（電動レボルバーまたは、状態検出レボルバーを装着している場合） 

レボルバーのアドレスごとに、取り付けられている対物レンズの情報を設定する 

 新規対物レンズ登録：（電動レボルバーまたは、状態検出レボルバーを装着している場合） 

リストボックスに登録されていない新しい対物レンズ情報を登録する（最大 10 個） 

 特殊制御設定：（電動レボルバーを装着している場合） 

対物レンズ切替え時の特殊制御を設定する 

 トグルパターン設定：（電動レボルバーを装着している場合） 

顕微鏡本機、エルゴコントローラー、リモートコントロールパッドのレボルバー正回転/逆回転ボタ

ンで行うトグル機能に対応させる対物レンズのアドレスを登録する 

 
 
 

各画面の表示方法 
 

メイン設定項目ボタン[Objective]をクリックすると、対物レンズ設定画面が表示されます。 

 
 
▼ 対物レンズ設定画面 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 (1) メイン設定項目ボタンの[Objective]ボタ

ンをクリックします。 

(2) 各サブ設定項目ボタンをクリックし、各設

定画面を表示します。 

 

 

 
 

(1) [Objective]ボタンを

クリックする 

(2) サブ設定項目ボタンを

クリックする 
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3.4.1 対物レンズ装着設定  [Nosepiece] 
 
 

対物レンズ設定画面のサブ設定項目ボタン[Nosepiece]をクリックすると、対物レンズ装着設定画面が表

示されます。 

対物レンズ装着設定画面では、レボルバーのアドレスごとに、取り付けられている対物レンズの情報を設

定します。 

 
 
▼ 対物レンズ装着設定画面 

 

 

 

 

 (1) サブ設定項目ボタンの[Nosepiece]ボタンをク

リックします。 

(2) タブから対物レンズ情報を設定するアドレ

スを選択します。 

(3) [Series]リストボックスの中から対物レン

ズの種類を選択します。 

(4) [Name]テキストボックスに対応する名称

が表示され、対物レンズ情報の選択項目が

切り替わります。対物レンズ情報のリスト

ボックスから対物レンズ情報を選択しま

す。 

対物レンズ情報を選択すると、[Type]、

[Method]、[Mag.]、[W.D.]、[W.D.Series]、

[N.A.]、[minN.A.]テキストボックスに、液

浸、用途、倍率、作動距離、長作動距離、

開口数、最小開口数が表示されます。 

 

[Series]リストボックスから

[--------------]を選択すると、登録されて

いるすべての対物レンズの情報がリスト

ボックスに表示されます。 

(5) 他のアドレスを設定する場合は、(2)へ戻

り、設定を行います。 

 

[Series]リストボックスに登録されていな

い対物レンズ情報を新規登録する場合は、

サブ設定項目ボタンの[Optional Obj.]ボタ

ンをクリックします。 

対物レンズ新規登録画面に切り替わりま

す。詳しくは、『3.4.2 新規対物レンズ登

録 [Optional Obj.]』をご覧ください。 

 
 

対物レンズの名称、種類、液

浸、用途、倍率、作動距離、

長作動距離、開口数、最小開

口数が表示される 

(2)  アドレスを 

選択する 

(3)  対物レンズの種

類を選択する 

(4)  対物レンズ情報

を選択する 

(1) [Nosepiece]を

選択する 
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3.4.2 新規対物レンズ登録  [Optional Obj.] 
 
 

[Series]リストボックスに登録されていない対物レンズを新規に登録します。 

対物レンズ設定画面のサブ設定項目ボタン[Optional Obj.]をクリックすると、新規対物レンズ登録画面

が表示されます。 

新規対物レンズ登録画面では、新しい対物レンズを 10 個まで登録できます。 

新規対物レンズ登録では、名称、種類、液浸、用途、倍率、作動距離、開口数、最小開口数、長作動距離

の 9 の項目をすべて登録できます。 

新規に追加した対物レンズは、対物レンズ装着設定画面の選択リストの最後尾に追加されます。 
 
 
▼ 新規対物レンズ登録画面 

 

 

 

  
 

 

 

 

 (1) サブ設定項目ボタンの[Optional Obj.]ボタ

ンをクリックします。 

(2) タブから対物レンズ情報を登録する番号を

選択します。 

(3) [Name]のテキストボックスに対物レンズ

の名称を入力します。（半角英数字 8 文字

まで） 

 

空欄にすると登録されず、削除となります。

また、対物レンズ装着設定で設定されてい

る対物レンズを削除する場合は、装着設定

を解除してから削除してください。 

(4) [Series]のリストボックスの中から対物レ

ンズの種類を選択します。 

(5) [Type]リストボックスから対物レンズの液

浸を選択します。 

(6) [Method]リストボックスから対物レンズ

の用途を選択します。 

(7) [Mag.]リストボックスから対物レンズの倍

率を選択します。 

(8) [W.D.]、[N.A.]、[minN.A.]テキストボック

スに、それぞれ対物レンズの作動距離、開

口数、最小開口数を数字で入力します。（小

数点第 2 位まで） 

 入力範囲 

・ [W.D.]：0.00～40 

・ [N.A.]、[minN.A.]：0.00～9.99 

(9) 長作動距離を[W.D.Series]プルダウンリスト

の[LWD]、[ELWD]の中から選択します。 

対物レンズ装着設定画面のリストボックス

の選択項目に新規登録した対物レンズが追

加されます。 
 

(2)  番号を選択

する 

(7)  倍率を 

選択する

(5)  液浸を 

選択する 

(1) [Optional Obj.]ボタン

をクリックする 

(4)  種類を選択

する 

(6) 用途を 

選択する 

(8)  作動距離、開

口数、最小開

口数を入力

する 

(3)  名称を 

入力する 

(9)  長作動距

離を選択

する 
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3.4.3 特殊制御設定  [Limit Control] 
 
 

対物レンズ設定画面のサブ設定項目ボタン[Limit Control]をクリックすると、特殊制御設定画面が表示されま

す。 

特殊制御設定では、以下に示す制御の設定を行います。 

 レボルバー回転方向設定 [Reverse Rotation]： 

低倍レンズから高倍レンズへ切り替わるときのレボルバーの回転方向を設定する 

 

・ 低倍率の対物レンズは焦点深度が深いため、標本と対物レンズの距離が接近している場合があり

ます。そのような状態で、倍率の高い対物レンズに切り替えると、その先端が標本に接触してし

まうことがあります。このようなミスを事前に防ぐために、レボルバーの回転方向を設定します。 

・ この設定を行うと、[Z Limit]設定の[Rotation Stop]が[OFF]になります。[Z Limit]設定につい

ては、『5.1.2 上下動部ソフトウェアリミット設定 [Z Limit]』をご覧ください。（Ni-E の場合

のみ） 

 レボルバー回転時退避動作設定 [Safety Setting Enable]： 

レボルバーの各アドレスにおいてレボルバー回転時の退避動作の有効/無効を設定する 

 

[Safety Setting Enable]で[ON]に設定されたレボルバーのアドレスは、[Escape Distance]

で選択した退避量で退避を行います。[Escape Distance]については、『3.10.2 顕微鏡本体設

定 [Microscope]』をご覧ください。 

 
▼ 特殊制御設定画面 

 

 

  
 

(1) サブ設定項目ボタンの[Limit Control]ボタン

をクリックします。 

(2) レボルバー回転方向を、[Reverse Rotation]

プルダウンリストの[Not Limited]（通常回

転）、[Limited]（1 番→6(7)番回転なし）の

中から選択します。 

 

設定を変更した場合、[Z Limit]設定の

[Rotation Stop]が[OFF]になります。[Z 

Limit]設定については、『5.1.2 上下動部ソ

フトウェアリミット設定 [Z Limit]』をご覧く

ださい。 

また、特殊制御設定画面に[Rotation Stop 

released.]が表示されます。 

(3) [Safety Setting Enable]の有効/無効

（ON/OFF）を Address ごとの切替えボタ

ンをクリックして設定します。 

 
 
▼ レボルバー回転方向設定の変更時 

  

 

(1) [Limit Control]ボタン

をクリックする 

(2) レボルバーの

回転方向を設

定する 

(3)  レボルバー回転時の退避動作を設定する 
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3.4.4 トグルパターン設定  [Toggle] 
 
 

対物レンズ設定画面のサブ設定項目ボタン[Toggle]をクリックすると、トグルパターン設定画面が表示されます。 

トグルパターン設定では、顕微鏡本機、エルゴコントローラー、リモートコントロールパッドのレボルバー

正回転/逆回転ボタンで行うトグル機能に対応させるレボルバーのアドレスを設定します。 

 

[Toggle Mode]（トグルモード設定）が有効時にのみ、本画面で設定したトグルパターン設定が有効

になります。[Toggle Mode]（トグルモード設定）の有効/無効切替えおよびトグルパターンの選択

は、Ni スイッチ設定画面および Ergo スイッチ設定画面（Ni-U：リモートコントロールパッドスイッ

チ設定画面、Ci-E：Ci スイッチ設定画面）で行います。 

 

[Toggle Mode]（トグルモード設定）については、『5.1.4 Ni スイッチ設定 [Ni Switch]』、『5.1.5 

エルゴコントローラースイッチ設定 [Ergo Switch]』、『5.1.6 リモートコントロールパッドスイッ

チ設定 [Remote Switch]』、『5.1.7 Ci スイッチ設定 [Ci Switch]』をご覧ください。 

 
 
▼ トグルパターン設定画面 

 

 

  
 

(1) サブ設定項目ボタンの[Toggle]ボタンをク

リックします。 

(2) パターン 1 とパターン 2 のトグルの対物レン

ズアドレスを設定します。 

[Pattern1 Setting]、[Pattern2 Setting]

で、プルダウンリストの[Address 1]～

[Address 6/7]の中から選択します。 

 

 
 
 
 
 

(1) [Toggle]ボタンを

クリックする 

(2)  対物レンズのアドレスを設定する 
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3.5 フィルターキューブ設定  [Filter Cube] 
 
 

フィルターキューブの設定を行うことで、顕微鏡システムの操作状態をタイムリーに把握できます。 

フィルターキューブの情報として、以下の項目を設定できます。（電動蛍光キューブターレットまたは、

状態検出蛍光キューブターレットを装着している場合） 

 フィルターキューブ装着設定 [Filter Cube]/[Filter Cube 2]： 

蛍光キューブターレットのアドレス（フィルターキューブ取付け位置）ごとに、取り付けられている

フィルターキューブの情報を設定する 

 新規フィルターキューブ登録 [Optional Cube]： 

励起フィルター、ダイクロイックミラー、吸収フィルターの組み合わせと、その組み合わせからなる

フィルターキューブの名称を登録する 

 アイテム名称登録 [Optional Item]： 

励起フィルター、ダイクロイックミラー、吸収フィルターの名称を登録する 

 
 
 

各画面の表示方法 
 

メイン設定項目ボタンの[Filter Cube]をクリックすると、フィルターキューブ設定画面が表示されます。 

 
 
▼ フィルターキューブ設定画面 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 (1) メイン設定項目ボタンの[Filter Cube]ボタ

ンをクリックします。 

(2) 各サブ設定項目ボタンをクリックし、各設

定画面を表示します。 

 

 

 
 
 
 
 

(1) [Filter Cube]ボタン

をクリックする 

(2) サブ設定項目ボタンを

クリックする 
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3.5.1 フィルターキューブ装着設定  [Filter Cube]/[Filter Cube 2] 
 
 

フィルターキューブ設定画面のサブ設定項目ボタン[Filter Cube]もしくは[Filter Cube 2]をクリックす

ると、各フィルターキューブの装着設定画面が表示されます。 

蛍光キューブターレットのアドレス（フィルターキューブ取付け位置）ごとに、取り付けられているフィ

ルターキューブの情報を設定します。 

 
 
▼ フィルターキューブ装着設定画面 

 

 

 

 

  

 (1) サブ設定項目ボタンの[Filter Cube]ボタン

をクリックします。 

 フィルターキューブ 2 のフィルターキュー

ブを設定する場合は、サブ設定項目ボタン

の[Filter Cube 2]ボタンをクリックしま

す。 

(2) タブからフィルターキューブ情報を登録す

るアドレスを選択します。 

(3) リストボックスから[Name]（フィルター

キューブ名称）を選択します。 

[Name] を 選 択 す る と 、 [Exciter] 、

[Dichroic]、[Barrier]テキストボックスに、

それぞれ、励起フィルター、ダイクロイッ

クミラー、吸収フィルターの名称が表示さ

れます。 

 

アドレス 1 のみ[OPEN]を選択できます。

(4) 他のアドレスを設定する場合は、(2)へ戻

り、設定を行います。 

 

 

励起フィルター、ダイクロイックミラー、

吸収フィルターの組み合わせを新規登録す

る場合は、[Optional Cube]ボタンをク

リックします。新規フィルターキューブ登

録画面に切り替わります。詳しくは、次ペー

ジをご覧ください。 

 励起フィルター、ダイクロイックミラー、吸

収フィルターをそれぞれ新規登録する場合

は、[Optional Item]ボタンをクリックしま

す。アイテム名称登録画面に切り替わります。

詳 し く は 、 『 3.5.3 ア イ テ ム 名 称 登 録

[Optional Item]』をご覧ください。 

 

(3)  フィルター

キューブ名称

を選択する 

(2)  アドレスを

選択する 

励起フィルター、ダイク

ロイックミラー、吸収

フィルターの名称が表

示される 

(1)  [Filter Cube]もしくは[Filter 

Cube 2]ボタンをクリックする 
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3.5.2 新規フィルターキューブ登録  [Optional Cube] 
 
 

励起フィルター、ダイクロイックミラー、吸収フィルターの組み合わせを新規に登録します。 

フィルターキューブ設定画面のサブ設定項目ボタン[Optional Cube]をクリックすると、新規フィルター

キューブ登録画面が表示されます。 

新規フィルターキューブ登録画面では、励起フィルター、ダイクロイックミラー、吸収フィルターの組み

合わせと、その組み合わせからなるフィルターキューブの名称を 10 個まで登録できます。 

 
 
▼ 新規フィルターキューブ登録画面 

 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (1) サブ設定項目ボタンの[Optional Cube]ボ

タンをクリックします。 

(2) タブから新規フィルターキューブ情報を登

録する番号を選択します。 

(3) [Name]テキストボックスにフィルター

キューブの名称を入力します。（半角英数

字 5 文字まで） 

 

空欄で登録した場合は削除になります。 

また、フィルターキューブ装着設定で設定

されているフィルターキューブを削除する

場合は、装着設定を解除してから削除して

ください。 

(4) [Exciter]リストボックスから励起フィル

ターの名称を選択します。 

(5) [Dichroic]リストボックスからダイクロ

イックミラーの名称を選択します。 

(6) [Barrier]リストボックスから吸収フィル

ターの名称を選択します。 

フィルターキューブ装着設定のリストボッ

クスの選択項目に新規登録したフィルター

キューブが追加されます。 

 

励起フィルター、ダイクロイックミラー、

吸収フィルターをそれぞれ新規登録する場

合は、[Optional Item]ボタンをクリックしま

す。アイテム名称登録画面に切り替わります。

詳細については、次ページをご覧ください。

 
 
 
 

(3)  フィルター 

キューブの 

名称を 

入力する 

(4)  励起フィル

ターの名称

を選択する 

(5)  ダイクロイック

ミラーの名称を

選択する 

(1) [Optional Cube]ボタンを

クリックする 

(2)  番号を選択する

(6)  吸収フィルターの

名称を選択する 
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3.5.3 アイテム名称登録  [Optional Item] 
 
 

励起フィルター、ダイクロイックミラー、吸収フィルターをそれぞれ新規登録する場合に、アイテム名称

を登録します。 

フィルターキューブ設定画面のサブ設定項目ボタン[Optional Item]をクリックすると、アイテム名称登

録画面が表示されます。 

名称登録画面では、励起フィルター、ダイクロイックミラー、吸収フィルターの名称を各 10 個まで登録

できます。 

 
 
▼ アイテム名称登録画面 

 

 

  
 

 (1) サブ設定項目ボタンの[Optional Item]ボ

タンをクリックします。 

(2) [Exciter]、[Dichroic]、[Barrier]のテキス

トボックスにそれぞれ励起フィルター、ダ

イクロイックミラー、吸収フィルターの名

称を入力します。（半角英数字 9 文字まで）

新規フィルターキューブ登録のリストボッ

クスの選択項目に新規登録した名称が追加

されます。 

 

空欄で登録した場合は削除になります。 

また、フィルターキューブ装着設定で設定

されているフィルターキューブで用いられ

ている、または、励起フィルター装着設定、

吸収フィルター装着設定で設定されている

励起フィルター、吸収フィルターを削除す

る場合は、それぞれの装着設定を解除して

から削除してください。 

 
 
 

(1) [Optional Item]ボタンを

クリックする 

(2)  名称を 

入力する
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3.6 励起フィルター設定  [Exciter Filter] 
 
 

励起フィルターの設定を行うことで、顕微鏡システムの操作状態をタイムリーに把握できます。 

励起フィルターの情報として、以下の項目を設定できます。 

 励起フィルター装着設定 [EX Filter]：（励起フィルターホイールを装着している場合） 

励起フィルターホイールに取り付けられている励起フィルターの情報を設定する 

 新規励起フィルター登録 [Optional EX]：（励起フィルターホイールを装着している場合） 

新規で励起フィルターの名称を登録する 

 
 
 

各画面の表示方法 
 

メイン設定項目ボタンの[Exciter Filter]をクリックすると、励起フィルター設定画面が表示されます。 

 
 
▼ 励起フィルター設定画面 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 (1) メイン設定項目ボタンの[Exciter Filter]ボ

タンをクリックします。 

(2) 各サブ設定項目ボタンをクリックし、各設

定画面を表示します。 

 

 

 
 
 
 
 

(1) [Exciter Filter]ボタン

をクリックする 

(2) サブ設定項目ボタンを

クリックする 
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3.6.1 励起フィルター装着設定  [EX Filter] 
 
 

励起フィルター設定画面のサブ設定項目ボタン[EX Filter]をクリックすると、励起フィルター装着設定画

面が表示されます。励起フィルターホイールに取り付けられている励起フィルターの情報を設定します。 

 
 
▼ 励起フィルター装着設定画面 

 

 

 

  

 (1) サブ設定項目ボタンの[EX Filter]ボタンを

クリックします。 

(2) タブから励起フィルター情報を登録するア

ドレスを選択します。 

(3) リストボックスから励起フィルター名称を

選択します。 

(4) 他のアドレスを設定する場合は、(2)へ戻

り、設定を行います。 

 

 

励起フィルターを新規登録する場合は、

[Optional EX]ボタンをクリックします。新

規励起フィルター登録画面に切り替わりま

す。詳しくは、次ページをご覧ください。

 
 
 
 

(1)  [EX Filter]ボタンを

クリックする 

(3)  励起フィルター名称を選択する 

(2)  アドレスを

選択する 
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3.6.2 新規励起フィルター登録  [Optional EX] 
 
 

新規に励起フィルターを登録します。 

励起フィルター設定画面のサブ設定項目ボタン[Optional EX]をクリックすると、新規励起フィルター登

録画面が表示されます。新規励起フィルター登録画面では、励起フィルターを 10 個まで登録できます。 

 
 
▼ 新規励起フィルター登録画面 

 

 

 

  
 

 

 

 

 (1) サブ設定項目ボタンの[Optional EX]ボタ

ンをクリックします。 

(2) テキストボックスに励起フィルターの名称

を入力します。（半角英数字 9 文字まで）

励起フィルター装着設定画面のリストボッ

クスの選択項目に、新規登録した励起フィ

ルターが追加されます。 

 

空欄で登録した場合は削除になります。 

また、フィルターキューブ装着設定で設定

されているフィルターキューブで用いられ

ている、または、励起フィルター装着設定、

で設定されている励起フィルターを削除す

る場合は、それぞれの装着設定を解除して

から削除してください。 

 
 
 

(1) [Optional EX]ボタンを

クリックする 

(2) 励起フィルターの名称を入力する 
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3.7 吸収フィルター設定  [Barrier Filter] 
 
 

吸収フィルターの設定を行うことで、顕微鏡システムの操作状態をタイムリーに把握できます。 

吸収フィルターの情報として、以下の項目を設定できます。 

 吸収フィルター装着設定 [Barrier Filter]：（吸収フィルターホイールを装着している場合） 

吸収フィルターホイールに取り付けられている吸収フィルターの情報を設定する 

 新規吸収フィルター登録 [Optional BA]：（吸収フィルターホイールを装着している場合） 

新規で吸収フィルターの名称を登録する 

 
 
 

各画面の表示方法 
 

メイン設定項目ボタンの[Barrier Filter]をクリックすると、吸収フィルター設定画面が表示されます。 

 
 
▼ 吸収フィルター設定画面 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 (1) メイン設定項目ボタンの[Barrier Filter]ボ

タンをクリックします。 

(2) 各サブ設定項目ボタンをクリックし、各設

定画面を表示します。 

 

 

 
 
 
 

(1) [Barrier Filter]ボタン

をクリックする 

(2) サブ設定項目ボタンを

クリックする 
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3.7.1 吸収フィルター装着設定  [BA Filter] 
 
 

吸収フィルター設定画面のサブ設定項目ボタンの[BA Filter]をクリックすると、吸収フィルター装着設定

画面が表示されます。吸収フィルターホイールに取り付けられている吸収フィルターの情報を設定します。 

 
 
▼ 吸収フィルター装着設定画面 

 

 

 

  

 (1) サブ設定項目ボタンの[BA Filter]ボタンを

クリックします。 

(2) タブから吸収フィルター情報を登録するア

ドレスを選択します。 

 

1 番のアドレスには吸収フィルターを装着

できません。そのため、[1]タブ（アドレス

1）では[OPEN]固定で設定はできません。

(3) リストボックスから吸収フィルター名称を

選択します。 

(4) 他のアドレスを設定する場合は、(2)へ戻

り、設定を行います。 

 

 

吸収フィルターを新規登録する場合は、

[Optional BA]ボタンをクリックします。

新規吸収フィルター登録画面に切り替わり

ます。詳しくは、次ページをご覧ください。

 
 
 

(3)  吸収フィルター名称を選択する 

(1)  [BA Filter]ボタンを

クリックする 
(2)  アドレスを

選択する 
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3.7.2 新規吸収フィルター登録  [Optional BA] 
 
 

新規に吸収フィルターを登録します。 

吸収フィルター設定画面のサブ設定項目ボタン[Optional BA]をクリックすると、新規吸収フィルター登

録画面が表示されます。新規吸収フィルター登録画面では、吸収フィルターを 10 個まで登録できます。 

 
 
▼ 新規吸収フィルター登録画面 

 

 

 

  
 

 

 (1) サブ設定項目ボタンの[Optional BA]ボタ

ンをクリックします。 

(2) テキストボックスに吸収フィルターの名称

を入力します。（半角英数字 9 文字まで）

吸収フィルター装着設定画面のリストボッ

クスの選択項目に新規登録した吸収フィル

ターが追加されます。 

 

空欄で登録した場合は削除になります。 

また、フィルターキューブ装着設定で設定

されているフィルターキューブで用いられ

ている、または、吸収フィルター装着設定

で設定されている吸収フィルターを削除す

る場合は、それぞれの装着設定を解除して

から削除してください。 

 
 
 

(1) [Optional BA]ボタンを

クリックする 

(2) 吸収フィルターの名称を入力する 
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3.8 コンデンサーモジュール設定  [Condenser] 
 
 

コンデンサーモジュールの設定を行うことで、顕微鏡システムの操作状態をタイムリーに把握できます。

また、対物レンズ切替え時に、コンデンサーモジュールも連動して制御することができるようになります。 

コンデンサーモジュールの情報として、以下の項目を設定できます。（電動ユニバーサルコンデンサーを

装着している場合） 

 コンデンサーモジュール装着設定： 

コンデンサーのアドレス（コンデンサーモジュール取付け位置）ごとに、取り付けられているコンデ

ンサーモジュールの情報を設定する 

 新規コンデンサーモジュール登録： 

任意にコンデンサーモジュールの名称を登録する 

 
 
 

各画面の表示方法 
 

メイン設定項目ボタンの[Condenser]をクリックすると、コンデンサーモジュール設定画面が表示され

ます。 

 
 
▼ コンデンサーモジュール設定画面 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 (1) メイン設定項目ボタンの[Condenser]ボタ

ンをクリックします。 

(2) 各サブ設定項目ボタンをクリックし、各設

定画面を表示します。 

 

 
 
 

(1) [Condenser ]ボタン

をクリックする 

(2) サブ設定項目ボタンを

クリックする 
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3.8.1 コンデンサーモジュール装着設定  [Condenser] 
 
 

コンデンサーモジュール設定画面のサブ設定項目ボタン[Condenser]をクリックすると、コンデンサーモ

ジュール装着設定画面が表示されます。 

 
 
▼ コンデンサーモジュール装着設定画面 

 

 

 

  

 (1) サブ設定項目ボタンの[Condenser]ボタン

をクリックします。 

(2) タブからコンデンサーモジュール情報を登

録するアドレスを選択します。 

 

コンデンサーの 1 番のアドレスにはコンデ

ンサーモジュールを装着できません。その

ため、[1]タブ（アドレス 1）では[OPEN]

固定で設定はできません。 

(3) リストボックスからコンデンサーモジュー

ル名称を選択します。 

(4) 他のアドレスを設定する場合は、(2)へ戻

り、設定を行います。 

 

 

コンデンサーモジュールを新規登録する場

合は、[Optional]ボタンをクリックします。

新規コンデンサーモジュール登録画面に切

り替わります。詳しくは、次ページをご覧

ください。 

(3) コンデンサーモジュール名称を

選択します。 

(2)  アドレスを

選択する 

(1) [Condenser]ボタ

ンをクリックする 
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3.8.2 新規コンデンサーモジュール登録  [Optional] 
 
 

新規にコンデンサーモジュールを登録します。 

コンデンサーモジュール設定画面のサブ設定項目ボタン[Optional]をクリックすると、新規コンデンサー

モジュール登録画面が表示されます。新規コンデンサーモジュール登録画面では、新しいコンデンサーモ

ジュールを 10 個まで登録できます。 

 
 
▼ コンデンサーモジュール名称登録画面 

 

 

  
 

 (1) サブ設定項目ボタンの[Optional]ボタンを

クリックします。 

(2) [Add Condenser Data]テキストボック

スにコンデンサーモジュールの名称を入力

します。（半角英数字 5 文字まで） 

コンデンサーモジュール装着設定画面のリ

ストボックスの選択項目に新規登録した名

称が追加されます。 

 

空欄で登録した場合は削除になります。 

また、コンデンサーモジュール装着設定で

設定されているコンデンサーモジュールを

削除する場合は、装着設定を解除してから

削除してください。 

 

(2)  名称を 

入力する

(1) [Optional]ボタンをクリックする
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3.9 連動制御設定  [Interlock] 
 
 

連動制御は、対物レンズに対して、顕微鏡システムの各種電動装置をもっとも適した制御状態に変更する

ものです。 

キャプチャー連動制御は、顕微鏡本機の CAPTURE ボタンを押したときに、事前に設定した光路や蛍光

フィルターキューブにボタン 1 つで切り替える機能です。 

 

連動制御設定を有効にするには、電動装置コントロール部の[Path]、[Objective]、[Optical Zoom]、

[Capture Interlock]の[Link]をチェックする必要があります。 

連動制御に関する情報として、以下の項目を設定できます。（電動レボルバーまたは状態検出レボルバー

を装着している場合） 

 対物レンズ連動設定： 

対物レンズを切り替えたときに、連動して制御するかどうかを、電動装置ごとに設定する 

 

Ci-E の場合は、対物レンズを切り替えたときに、コンデンサーをはねのけるかどうかを設定しま

す。（ハネノケコンデンサーを装着している場合） 

 対物レンズ連動・同焦点補正設定： 

同焦点位置の補正制御を行うかどうかを設定する 

 

すべての対物レンズの同焦点距離は一定に作られていますが、対物レンズごとに微妙に合焦位置

が異なり、差が生じてしまいます。そのため、合焦位置の差を補正する必要があります。 

同焦点補正は微妙に異なる合焦位置の差を記憶し、正確に再現を行います。 

 光路切替え連動設定： 

光路を切り替えたときに、連動して ND フィルター・透過視野絞りを制御するかどうかを設定する 

 光学ズーム連動設定： 

光学ズームの倍率を切り替えたときに、連動して ND フィルター・透過視野絞りを制御するかどうか

を設定する 

 補正設定： 

連動制御によって、透過開口絞り、コンデンサーモジュール、透過視野絞り、ND フィルターを制御

するときに、制御値を一律に補正することができる。その補正値を設定する 

 キャプチャー連動設定： 

顕微鏡本機の CAPTURE ボタンを押したときに、連動して光路と蛍光フィルターキューブへの切替

えを行うかどうかを設定する 

 
 
 
 



第 3 章 セットアップ 

3.9 連動制御設定  [Interlock] 

64 

 

各画面の表示方法 
 

メイン設定項目ボタンの[Interlock]をクリックすると、連動制御設定画面が表示されます。 

 
 
▼ 連動制御設定画面【Ni-E】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 (1) メイン設定項目ボタンの[Interlock]ボタン

をクリックします。 

(2) 各サブ設定項目ボタンをクリックし、各設

定画面を表示します。 

 

 
 
 
 

(1) [Interlock]ボタンをク

リックする 

(2) サブ設定項目ボタンを

クリックする 
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3.9.1 対物レンズ、光路切替え、光学ズーム連動制御設定 
 
 

連動制御設定画面のサブ設定項目ボタン[Objective]をクリックすると、対物レンズ、光路切替え、光学

ズームの連動制御設定画面が表示されます。 

 

装着されていない電動装置の設定項目は表示されません。 

 
 
▼ 連動制御設定画面【Ni-E】 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (1) サブ設定項目ボタンの[Objective]ボタンをク

リックします。 

(2) タブから連動制御を設定する対物レンズのアド

レスを選択します。 

(3) 対物レンズ連動における同焦点補正の制御の有

効/無効（ON/OFF）を[ALF]の切替えボタンを

クリックして設定します。 

 
[ALF]の設定は、すべてのアドレスで共通の設

定になります。 

(4) 対物レンズ連動における電動装置の制御の

ON/OFF を、各電動装置の切替えボタンをク

リックして設定します。設定できる電動装置を

以下に示します。 

・ [Aperture Stop]：透過開口絞り 

・ [Knob Speed]： 

 エルゴコントローラー（XYZ ノブ速度） 

・ [Condenser]：コンデンサー 

・ [DIA Field Stop]：透過視野絞り 

・ [ND Filter]：ND フィルター 

 
・ [Knob Speed]の設定を[ON]にした場合

は、対物レンズの倍率に応じて電動ステー

ジの駆動速度を変更します。 

 ・ 2x、4x、10x：粗動 

 ・ 20x、40x：微動 

 ・ 60x、100x：極微動 

・ Ci-E の場合は、コンデンサーのはねのけ有

効/無効（IN/OUT）設定のみです。（ハネ

ノケコンデンサーを装着している場合） 

 

▼ 連動制御設定画面【Ci-E】 

 

 
 

Ci-E では、対物レンズ連動におけるコンデンサー

の制御の有効/無効（ON/OFF）を[Condenser]

の切替えボタンをクリックして設定します。 

 

(1) [Objective]ボタン

をクリックする 

(2)  アドレスを

選択する 

(4)  各電動装置の

ON/OFF ボタン

をクリックする 

(3) 同焦点補正の

ON/OFF ボタン

をクリックする 

コンデンサーの

IN/OUT ボタンを

クリックする 
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▼ 連動制御設定画面【Ni-E】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (5) 連動制御時における透過開口絞りの補正値を

[Aperture Stop]プルダウンリストから選択し

ます。 

・ [75%]： 

対物レンズの開口数の 75%にする 

・ [Intelligent]： 

レボルバーが駆動する直前の、対物レンズの

開口数に対するコンデンサーの開口数の割合

が保たれるように調整する 

・ [Open]：最大にする 

・ [Close]：最小にする 

(6) 連動制御時にセットするコンデンサーモジュー

ルのアドレスを[Condenser]プルダウンリスト

から選択します。 

(7) 連動制御時における透過視野絞りの補正値を

[DIA Field Stop]プルダウンリストから選択し

ます。 

・ [100%]：視野に一致させる 

・ [Intelligent]： 

レボルバーが駆動する直前の、視野に対する

視野絞りの大きさの割合が保たれるように調

整する 

・ [Open]：最大にする 

・ [Close]：最小にする 

(8) 連動制御時における ND フィルターの補正値を

[ND Filter]プルダウンリストから選択します。

・ [Normal]： 

対物レンズの倍率と開口数から計算された標

準的な透過率にする 

・ [Intelligent]： 

レボルバーが駆動する直前の視野の明るさが

保たれるように調整する 
 
 

(5) 透過開口絞りの補正

値を選択する 
(7) 透過視野絞りの補正

値を選択する 

(8) ND フィルターの補

正値を選択する 

(6) コンデンサーモジュー

ルを選択する 
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3.9.2 キャプチャー連動制御設定 
 
 

連動制御設定画面のサブ設定項目ボタン[Capture]をクリックすると、キャプチャー連動制御設定画面が

表示されます。 

 

Ni-E の場合のみ設定できます。 

 
 
▼ 連動制御設定画面【Ni-E】 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 (1) サブ設定項目ボタンの[Capture]ボタンをク

リックします。 

(2) キャプチャー連動における電動装置の制御の

有効/無効（ON/OFF）を、各電動装置の切替

えボタンをクリックして設定します。設定で

きる電動装置を以下に示します。 

・ [Path]：光路 

・ [FilterTurret]：蛍光フィルターキューブ 

・ [FilterTurret2]：蛍光フィルターキューブ 2

(3) キャプチャー連動時にセットする光路、蛍光

フィルターキューブのアドレスをプルダウン

メニューのリストより選択します。 

 

 

(1) [Capture]ボタンを

クリックする 

(3)  各電動装置のアドレスを

選択する 

(2)  各電動装置の ON/OFF

ボタンをクリックする 
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3.10 制御に関する設定  [Control] 
 
 

制御に関する情報として、以下の項目を設定できます。 

 シャッター、カメラ設定 [DSC/Shutter]： 

・ シャッターポートに接続されているシャッターの用途の設定 

・ カメラのメーカーと装着位置の設定 

 顕微鏡設定 [Microscope]： 

・ 顕微鏡の基本設定 

・ キャプチャーボタン設定 

・ Z ノブ操作の有効/無効設定 

・ 蛍光キューブターレットの回転速度設定（電動蛍光キューブターレットを装着している場合） 

 エルゴコントローラー、ジョイスティック設定 [Ergo/JOY]：（エルゴコントローラーまたはジョ

イスティックを接続している場合） 

エルゴコントローラーおよびジョイスティックの基本設定、ノブ設定 

 
 
 

各画面の表示方法 
 

メイン設定項目ボタンの[Control]をクリックすると、制御設定画面が表示されます。 

 
 
▼ 制御設定画面 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 (1) メイン設定項目ボタンの[Control]ボタン

をクリックします。 

(2) 各サブ設定項目ボタンをクリックし、各設

定画面を表示します。 

 

 
 

(1) [Control]ボタンをク

リックする 

(2) サブ設定項目ボタンを

クリックする 
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3.10.1 シャッター、カメラ設定  [DSC/Shutter] 
 
 

制御設定画面のサブ設定項目ボタン[DSC/Shutter]をクリックすると、シャッター、カメラ設定画面が

表示されます。 

シャッター、カメラに関する情報として、以下の項目を設定できます。 

 シャッター設定： 

EPI 側および DIA 側のシャッターポートにそれぞれ接続されているシャッターの用途を設定する 

 カメラ設定： 

接続されているカメラのメーカーとその装着位置を設定する 

 

ここで行った設定通りに実際にシャッターやカメラが顕微鏡システムに接続されていることを確認

してください。 

 
 
▼ シャッター、カメラ設定画面 

 

 

 

 

 

 

  

 (1) サブ設定項目ボタンの[DSC/Shutter]ボ

タンをクリックします。 

(2) EPI 側および DIA 側のシャッターボートに

接続されているシャッターの用途を[Type]

プルダウンリストの[EPI]（落射照明用）、

[DIA]（透過照明用）または[AUX]（補助

シャッター用）の中から選択します。 

(3) 接続されているカメラのメーカーを

[Brand]プルダウンリストの[Nikon]

（Nikon 社製カメラ）、[Andor]（Andor

社製カメラ）の中から選択します。 

(4) カメラが装着されている位置を[Type]プル

ダウンリストから選択します。 

・ [Front]： 

DSC コネクターに接続されたカメラを直

筒に装着している場合 

・ [Left]： 

DSC コネクターに接続されたカメラを四

眼鏡筒用 DSC ズームポートに装着してい

る場合 

・ [Right]： 

DSC コネクターに接続されたカメラを

バックポートユニットに装着している場合

・ [AUX]： 

上記以外の位置にカメラを装着している場

合 
 

 

Ni-U および Ci-E の場合は、設定できるカ

メラの台数は 1 台のみです。 

 

(1) [DSC/Shutter]

ボタンをクリック

する 

(2) シャッターポートに接続されている

シャッターの用途を選択する 

(3)  カメラの

メーカーを

選択する 

(4)  カメラの装着位

置を選択する 
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▼ シャッター、カメラ設定画面【Ci-E】 

 

 

 

 

 

 
 

Ci-E の場合は、[Type]で以下の中から選択

します。 

・ [Front]： 

DSC コネクターに接続されたカメラを直

筒に装着している場合 

・ [Rear]： 

DSC コネクターに接続されたカメラをエ

ルゴ鏡筒用 DSC コネクターに装着してい

る場合 

・ [AUX]： 

上記以外の位置にカメラを装着している場

合 
 
 
 

(4)  カメラの装着位置を

選択する 

(3)  カメラのメーカー

を選択する 
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3.10.2 顕微鏡本体設定  [Microscope] 
 
 

制御設定画面のサブ設定項目ボタン[Microscope]をクリックすると、顕微鏡本体に関する設定画面が表

示されます。 

制御に関する情報として、以下の項目を設定できます。 

 顕微鏡の基本設定 [Microscope Setting]： 

ディスプレイの明るさ、顕微鏡本体の電源を ON にしたときのディスプレイ表示パターン、顕微鏡本

体に設定されているスイッチの操作時や、エラー発生時に、ブザー音を鳴らすかどうかを設定する 

ディスプレイの表示パターンを以下に示します。 

 

項目 ディスプレイの表示項目 

Pattern1 対物レンズ Z 軸位置 DIA ランプ 視野絞り   

Pattern2 対物レンズ Z 軸位置 光路 光学ズーム 視野絞り  

Pattern3 
対物レンズ Z 軸位置 フィルター 

キューブ 

ファイバー光源 EPI シャッター  

Pattern4 
対物レンズ Z 軸位置 フィルター 

キューブ 

光学ズーム ND フィルター  

Pattern5 
対物レンズ Z 軸位置 コンデンサー 

モジュール 

開口絞り 視野絞り  

Pattern6 
フィルター 

キューブ 

X 軸位置 光学ズーム Y 軸位置   

Pattern7 対物レンズ X 軸位置 光学ズーム Y 軸位置   

Pattern8 
吸収フィルター フィルター 

キューブ 2 

励起フィルター フィルター 

キューブ 

EPI シャッター  

Pattern9 
対物レンズ フィルター 

キューブ 

EPI シャッター コンデンサー 

モジュール 

光学ズーム 視野絞り 

Pattern10

※ 

前面ボタン機能

（ID5） 

前面ボタン機能  

（ID6） 

前面ボタン機能

（ID7） 

前面ボタン機能

（ID8） 

前面ボタン機能

（ID9） 

前面ボタン機能

（ID10） 

※ 前面ボタンの ID については、『5.1.4 Ni スイッチ設定 [Ni Switch]』をご覧ください。 
 
 

 キャプチャーボタン設定 

キャプチャーボタンを押したときのキャプチャーデータの出力先を設定する 

 上下動部 Z 設定 

顕微鏡本体の Z ノブ操作の有効/無効、退避時の退避量を設定する 

 蛍光キューブターレットの回転速度設定 

蛍光キューブターレットの回転速度を設定する 
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▼ 顕微鏡本体に関する設定画面【Ni-E】 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

▼ 顕微鏡本体に関する設定画面【Ni-U】 

 
 

 

 (1) サブ設定項目ボタンの[Microscope]ボタ

ンをクリックします。 

(2) 顕微鏡のディスプレイの明るさを、

[Display]プルダウンリストの[Bright]（明

るい）、[Dark]（暗い）、[OFF]（消灯）

の中から選択します。 

 

[OFF]を選択すると、ディスプレイと顕微

鏡左右にある LED が消灯します。 

(3) 顕微鏡本機の電源を ON にしたときのディ

スプレイ表示パターンを[Display 

Pattern]プルダウンリストから選択しま

す。 

 

表示パターンは 10 パターンあります。表

示される項目については、前のページをご

覧ください。 

(4) 顕微鏡本体スイッチの操作音の ON/OFF

を、[Buzzer]の切替えボタンをクリックし

て設定します。 

(5) キャプチャーデータの出力先を、[Output 

Path]プルダウンリストの[DSC1]、

[DSC2]、[USB]の中から選択します。 

 

[DSC2]は、Ni-E の場合のみ選択できます。

(6) 顕微鏡本体の Z ノブ操作の有効/無効

（ON/OFF）を[Knob Enable]の切替えボ

タンをクリックして設定します。 

(7) 退避時退避量を[Escape Distance]プルダ

ウンリストの[10mm]（10mm 退避）、

[Software Limit]（リミットまで退避）、

[5mm]（5mm 退避）の中から選択します。

(8) 蛍光キューブターレットの回転速度を

[Filiter Turret]および[Filter Turret 2]プ

ルダウンリストから選択します。 

・ [High]（高速）：通常のフィルターキュー

ブのみを使用する場合 

・ [Low]（低速）：厚いダイクロイックミ

ラーを内蔵するフィルターキューブを 1

つでも使用する場合 

(8) ターレットの回転速度を

選択する 

(7) 退避量を選択する 

(1) [Microscope]

ボタンをクリッ

クする 

(5) 出力先を

選択する 

(6) Z ノブ操作を

設定する 

(4)  ブザー設定

を選択する

(2) ディスプレイ

の明るさを選

択する 

(8) ターレットの回転

速度を選択する 

(5) 出力先を選択する 

(3) ディスプレイ

の表示パター

ンを選択する
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▼ 顕微鏡本体に関する設定画面【Ci-E】 

 

 (9) Ci-E の場合は、リモコンの操作の有効/無効

（ON/OFF）を[Remote Enable]の切替え

ボタンをクリックして設定します。 

 
 
 

(5) 出力先を選択する

(9) リモコン操作を設

定する 
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3.10.3 エルゴコントローラー、ジョイスティック設定  [Ergo/JOY] 
 
 

制御設定画面のサブ設定項目ボタン[Ergo/JOY]をクリックすると、エルゴコントローラー、ジョイス

ティックの設定画面が表示されます。 

 エルゴコントローラースイッチ設定 [Ergo Switch Setting]：（エルゴコントローラーを接続して

いる場合） 

エルゴコントローラーに設置されているスイッチの LED の点灯/消灯、スイッチの操作音の有効/無効

を設定する 

 Z、X、Y ノブ設定 [Knob Setting]：（エルゴコントローラーまたはジョイスティックを装着して

いる場合） 

Z、X、Y ノブの有効/無効と移動速度を設定する 

 
 
▼ エルゴコントローラー設定画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (1) サブ設定項目ボタンの[Ergo/JOY]ボタン

をクリックします。 

(2) エルゴコントローラーに設置されているス

イッチの LED の点灯/消灯（ON/OFF）を、

[LED]の切替えボタンをクリックして設定

します。 

(3) エルゴコントローラーに設置されているス

イッチの操作音の有効/無効（ON/OFF）を、

[Buzzer]の切替えボタンをクリックして設

定します。 

(4) エルゴコントローラーまたはジョイス

ティックの Z、X、Y ノブの有効/無効

（ON/OFF）を、[Z Knob]、[X Knob]、

[Y Knob]の切替えボタンをクリックして設

定します。 

(5) エルゴコントローラーまたはジョイス

ティックの Z、X、Y ノブの移動速度を、

[Speed]プルダウンリストの[Coarse]（粗

動）、[Fine]（微動）、[ExFine]（極微動）

の中から選択します。 

 

[Speed]設定で、[X Knob]と[Y Knob]の

設定は共通です。どちらか一方を変更すると

連動してもう一方も変更されます。 

 
 
 

(2) LED の 

点灯/消灯を 

設定する 

(3) 操作音の 

有効/無効を設定する

(5)  Z、X、Y ノブの

移動速度を設定

する 

(4)  Z、X、Y ノブの

有効/無効を設定

する 

(1) [Ergo/JOY]ボタン

をクリックする 
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3.10.4 ショートカットキー設定  [Keyboard] 
 
 

電動装置のコントロール機能をショートカットキーに設定します。 

 ショートカットキーの機能設定： 

ショートカットキー[Page Up]、[Page Down]、[Home]、[End]、[Up]、[Down]、[Left]、[Right]、

[F5]、[F6]、[F7]、[F8]、[F9]、[F10]、[F11]、[F12]の機能を設定する 

 

▼ ショートカットキー設定画面 

 

 

 

  

 (1) サブ設定項目ボタンの[Keyboard]ボタン

をクリックします。 

(2) タブから設定したいショートカットキーの

あるページを選択します。 

(3) ショートカットキーを設定するアクセサ

リーを[Category]プルダウンリストの中か

ら選択します。 

(4) ショートカットキーを設定するアクセサ

リーの機能を[Function]プルダウンリスト

の中から選択します。 

(5) [Apply]ボタンをクリックして、ショート

カットキーに設定内容を反映します。 

 

[Undo]ボタンをクリックすると、画面を開

いたときの設定内容に戻ります。 

 

 

(1) [Keyboard]ボタンを

クリックする 

(2) ページを選択する

(4) アクセサリーの

機能を選択する 

(3) アクセサリー

を選択する 

(5) [Apply]ボタン

をクリックする
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電動装置のコントロール4 
 
 
 

本章では、顕微鏡システムの状態をタイムリーに把握したり、電動装置を操作する方法について説明しま

す。 

 
 
 

4.1 コントロール作業の流れ 
 
 

電動装置のコントロールは、以下の流れで行います。 

 

  

 はじめて｢Ni Setup Tool｣をご使用の際は、必ずセットアップを行って顕微鏡シス

テムの情報を登録してください。 

詳しくは、『第 3 章 セットアップ』をご覧ください。 

 Ni Setup Tool 起動後は、顕微鏡と接続している USB ケーブルを抜かないでくだ

さい。 

 
 

Ni Setup Tool 起動 
顕微鏡システムの初期化終了後、Ni Setup Tool を起動します。 

 2.2.1 起動方法 

 顕微鏡システムの状態が取得されます。 

（光路上にある対物レンズの情報、フィルターキューブの情報、シャッターの開閉

状態など。ただし、顕微鏡システムの構成や、電動装置の接続状態によって制御状

態の取得できる項目は変わります。） 

 

必要に応じて以下の操作を行います。 
 

電動装置のセットアップ： 

新規に電動装置を登録したい場合や、電動装置の設定を変更したい場合は、セット

アップを行います。 

 第 3 章 セットアップ 

 

顕微鏡システムの選択： 

複数の顕微鏡システムを接続している場合、必要に応じて他の顕微鏡システムに切

り替えます。 

 2.4.1 顕微鏡システムの選択 

 

MODE の切替え： 

任意に登録した MODE を読み込み、顕微鏡システムに反映させることができます。 

 5.3 MODE 機能 [Custom Observation] 

検鏡（顕微鏡の操作） 

PC から顕微鏡システムを操作します。 

（光路上にある対物レンズの情報、フィルターキューブの情報などが、タイムリー

に表示されます。） 

 4.3 各装置のコントロールのしかた 

 
 

Ni Setup Tool 終了 

Ni Setup Tool を終了します。 

 2.2.2 終了方法 
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4.1.1 操作可能な電動装置一覧 
 
 

本アプリケーションでは、顕微鏡システムの構成によって操作できる装置が異なります。 

以下にシステム構成ごとに操作可能な電動装置の一覧を示します。 

 
 

電動装置名 Ni-E Ni-U Ci-E 参照先 

 光路切替え [Path] ○ ○ ○ 4.3.1 

 対物レンズ [Objective] ○ ○ ○ 4.3.2 

 
フィルターキューブ/フィルターキューブ 2※1 

[Filter Cube] 
○ ○※2 × 4.3.3 

 励起フィルター [Exciter Filter] ○ × × 4.3.4 

 吸収フィルター※1 [Barrier Filter] ○ × × 4.3.5 

 透過 ND フィルター [ND Filter] ○ × × 4.3.6 

 EPI シャッター [EPI Shutter] ○ ○ × 4.3.7 

 DIA シャッター [DIA Shutter] ○ ○ × 4.3.8 

 ファイバー光源 ND フィルター [Intensilight ND] ○ ○ × 4.3.9 

 透過開口絞り [Aperture Stop] ○ × × 4.3.10 

 透過視野絞り [DIA Field Stop] ○ × × 4.3.11 

 コンデンサーモジュール [Condenser Module] ○ × ○※3 4.3.12 

 光学ズーム [Optical Zoom] ○ × × 4.3.13 

 透過照明用ランプ [DIA Lamp] ○ ○ ○ 4.3.14 

 EPI シャッター一括操作 [EPI ALL] ○ ○ × 4.3.15 

 上下動部 Z [Z Focus] ○ × × 4.3.16 

 XY ステージ [XY Stage] ○ × × 4.3.17 

※1：フィルターキューブ 2 と吸収フィルターはいずれか一方のみ装着可能。 

※2：Ni-U の場合、装着できるのはフィルターキューブのみ。 

※3：ハネノケコンデンサー 
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4.2 コントロール画面の構成 
 
 

コントロール部では、検鏡時に顕微鏡システムの状態をタイムリーに把握したり、電動装置を操作するこ

とができます。 

 
 
▼ メイン画面 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

クリックするたびに数値が増減します。 

押し続けると、一定の数値ごとに増減させることができます。 

クリックすると、機能の ON/OFF が切り替わったり、 

設定画面が表示されたりします。 

クリックすると、選択肢がリスト表示されます。 

現在の制御状態が表示されます。 

各電動装置を示すアイコン 

Ni Setup Tool 

の終了 

現在の制御状態の表示および電動装置操作ボタン 

各電動装置を示すアイコンの隣に現在の制御状態が表示されます。 

各ボタンやリストボックスなどによって電動装置をコントロールする

ことができます。 
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4.3 各装置のコントロールのしかた 
 
 
 

4.3.1 光路切替え  [Path] 
 
 

 

電動四眼鏡筒接続時のみ顕微鏡システムの光路を変更できます。それ以外の場合はメイン画面上の光

路のみ変更されます。 

 
 
▼ メイン画面 

 

 

 

 
 

 

 (1) 光路切替えボタン（Bino/Front/Rear）を

クリックして、光路を切り替えます。 

(2) 選択した光路が[Path]テキストボックスに

表示されます。 

・ Bino: 双眼部 

・ Front : 直筒 

・ Rear : リアポート 

【Ci-E】の場合 

・ Bino: 双眼部 

・ DSC : カメラポート 

(3) 光路連動切替え 

[Link]チェックボックスを切り替えて、光

路切替え連動制御の ON/OFF を切り替え

ます。光路切替えと連動して装置を制御す

る場合は、チェックします。 

 

[Link]チェックボックスは、電動レボル

バーまたは状態検出レボルバーが装着され

ている場合のみ有効です。 

 

各種装置の連動制御については、『3.9 連

動制御設定 [Interlock]』をご覧ください。

 
(4) 光路色表示切替え 

[System]もしくは[Custom]を選択して、

光路色をシステムカラーもしくはカスタム

カラーに切り替えます。 

 システムカラー： 

フィルターの組み合わせによって自動的に

色を変更します。灰色表示は、光が通過で

きないことを示します。 

 

 

システムカラーについては次ページを、カ

スタムカラーについては『5.1.8 光路色変

更 [Custom Color]』をご覧ください。 

(3) [Link]チェックボックス 

(2)  光路表示 

(1)  光路切替えボタン 

(4) 光路色表示切替え 
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システムカラーについて 

フィルターの組み合わせによって自動的に光路色を算出します。 

表示される光路色の種類は次のようになります。 

 

紫外光 ← ← ← ← ← ← ← ← 可視光 → → → → → → → → 赤外光 

 

 複数の色を含む連続した光は、その中に最も多く含まれている色を表示します。 

ただし、4 つ以上の連続した色を含む光や、２つ以上の不連続な色を含む光（*1）の場合は白色で表

示します。 

またフィルターによって光が遮断される場合は、灰色で表示します。 

 （*1）マルチフィルターを通過した場合など 

 

 サンプルからの戻り光について 

 落射照明のみのとき： サンプルへの励起光から色を決定します。 

 透過照明があるとき： 白色光として扱います。 
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4.3.2 対物レンズ  [Objective] 
 
 

 

状態検出レボルバーが装着されている場合、対物レンズ切替えの操作はできませんが選択されている

対物レンズは表示されます。 

 
 
▼ メイン画面 

 

 
 

 

 

 (1)  ボタンをクリックして、対物レンズ（レ

ボルバー）リストを表示します。 

(2) 切り替えたい対物レンズを選択すると、レ

ボルバーが切り替わります。 

(3) 対物レンズ連動切替え 

[Link]チェックボックスを切り替えて、対物

レンズ切替え連動制御の ON/OFF を切り

替えます。対物レンズ切替え操作と同時に

各種装置を制御する場合は、チェックしま

す。対物レンズ切替え操作を単独で制御す

る場合は、チェックを外します。 

 

・ 各種装置の連動制御については、『3.9 

連動制御設定 [Interlock]』をご覧くだ

さい。 

・ 対物レンズの設定については、『3.4 

対物レンズ設定 [Objective]』をご覧

ください。 

 

 
 
 

(1)  リスト表示 

(2) 対物レンズ 

リスト 

(3) [Link]チェック

ボックス 
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4.3.3 フィルターキューブ  [Filter Cube] 
 
 

 

状態検出蛍光キューブターレットが装着されている場合、フィルターキューブ切替えの操作はできま

せんが選択されているフィルターキューブは表示されます。また、内蔵シャッターの表示はされませ

ん。 

 
 
▼ メイン画面 

 

 
 

 

 

 (1)  ボタンをクリックして、フィルター

キューブリストを表示します。 

(2) 切り替えたいフィルターキューブを選択す

ると、蛍光キューブターレットのアドレス

が変わります。 

(3) 内蔵シャッターの開閉を切り替える場合

は、  ボタンまたは  ボタンをクリッ

クします。 

・ 凹の状態：開（Open） 

・ 凸の状態：閉（Close） 

開（Open） 

閉（Close） 

 

 

フィルターキューブ 2 も同様の操作でコン

トロールできます。 

 

フィルターキューブの設定については、

『 3.5 フ ィ ル タ ー キ ュ ー ブ 設 定  [Filter 

Cube]』をご覧ください。 

 

 
 
 

(2) フィルターキューブ 

リスト 

(3) シャッター 開閉ボタン(1)  リスト表示 
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4.3.4 励起フィルター  [Exciter Filter] 
 
 
 
▼ メイン画面 

 

 
 

 

 

 (1)  ボタンをクリックして、励起フィル

ターリストを表示します。 

(2) 切り替えたい励起フィルターを選択する

と、励起フィルターホイールのアドレスが

変わります。 

 

励起フィルターの設定については、『3.6 

励起フィルター設定 [Exciter Filter]』をご

覧ください。 

 

 
 
 

(2) 励起フィルターリスト

(1)  リスト表示 
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4.3.5 吸収フィルター  [Barrier Filter] 
 
 
 
▼ メイン画面 

 

 
 

 

 

 (1)  ボタンをクリックして、吸収フィル

ターリストを表示します。 

(2) 切り替えたい吸収フィルターを選択する

と、吸収フィルターホイールのアドレスが

変わります。 

 

吸収フィルターの設定については、『3.7 

吸収フィルター設定 [Barrier Filter]』をご

覧ください。 

 

 

(2) 吸収フィルターリスト 

(1)  リスト表示 



第 4 章 電動装置のコントロール 

4.3 各装置のコントロールのしかた 

85 

4.3.6 ND フィルター  [ND Filter] 
 
 
 
▼ メイン画面 

 

 
 

 (1)  ボタンをクリックして、ND フィル

ターの透過率（％）を調整します。 

 

 ボタンをクリックするたびに、0.1～

100.0％の範囲で 0.1%ごとに数値が増減

します。ボタンを押下したままにすると、

1%ごとに増減させることができます。 

■最適化機能（Preset） 

[Preset]ボタンをクリックすると、現在の

対物レンズと光路、光学ズームの値に基づ

いた最適な透過率が設定されます。 

ただし、電動ユニバーサルコンデンサー、

電動または状態検出レボルバーが接続され

ており、かつ対物レンズ情報が設定済みで

ある場合にのみ有効です。 

光路が Rear の場合に、電動 DSC ズーム

ポートが未接続の場合には動作しません。

 
 
 
 

[Preset]ボタン 

(1) 数値調整 



第 4 章 電動装置のコントロール 

4.3 各装置のコントロールのしかた 

86 

4.3.7 EPI シャッター  [EPI Shutter] 
 
 

 

EPI シャッターは、シャッター・カメラの設定画面で用途が EPI に設定されていない場合は使用でき

ません。詳しくは、『3.10.1 シャッター、カメラ設定 [DSC/Shutter]』をご覧ください。 

 
 
▼ メイン画面 

 

 

 (1)  ボタンまたは  ボタンをクリックし

て、シャッターの開閉を切り替えます。 

シャッターを閉じると、照明の光路が遮断

されます。 

・ 凹の状態：開（Open） 

・ 凸の状態：閉（Close） 

開（Open） 

 

閉（Close） 

 

 

 

 
 
 

(1) シャッター開閉ボタン 
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4.3.8 DIA シャッター  [DIA Shutter] 
 
 

 

DIA シャッターは、シャッター・カメラの設定画面で用途が DIA に設定されていない場合は使用でき

ません。詳しくは、『3.10.1 シャッター、カメラ設定 [DSC/Shutter]』をご覧ください。 

 
 
▼ メイン画面 

 

 

 (1)  ボタンまたは  ボタンをクリックし

て、シャッターの開閉を切り替えます。 

シャッターを閉じると、照明の光路が遮断

されます。 

・ 凹の状態：開（Open） 

・ 凸の状態：閉（Close） 

開（Open） 

 

閉（Close） 

 

 

 

(1) シャッター開閉ボタン 
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4.3.9 ファイバー光源 ND フィルター  [Intensilight ND] 
 
 
 
▼ メイン画面 

 

 

 

 

 

 (1)  ボタンをクリックして、ファイバー光

源の ND フィルターリストを表示します。

(2) 切り替えたい ND フィルターを選択すると、

光量が変わります。 

(3) ファイバー光源の内蔵シャッターの開閉を

切り替える場合は、  ボタンをクリック

します。 

・ 凹の状態：開（Open） 

・ 凸の状態：閉（Close） 

開（Open）：照明 ON 

 

閉（Close）：照明 OFF 

 

 

 
 
 

(3) シャッター開閉ボタン 

(2) ND フィルターリスト 

(1)  リスト表示 
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4.3.10 透過開口絞り  [Aperture Stop] 
 
 
 
▼ メイン画面 

 

 
 

 (1)  ボタンをクリックして、開口絞り径

（mm）を調整します。 

 

 ボタンをクリックするたびに、2.0～

30.6mm の範囲で 0.1mm ごとに数値が増

減します。ボタンを押下したままにすると、

0.5mm ごとに増減させることができます。

■最適化機能（Preset） 

[Preset]ボタンをクリックすると、現在の

対物レンズに対して最適な透過率が設定さ

れます。 

ただし、電動ユニバーサルコンデンサー、

電動または状態検出レボルバーが接続され

ており、かつ対物レンズ情報が設定済みで

ある場合にのみ有効です。 

 

 
 

[Preset]ボタン 

(1) 数値調整 
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4.3.11 透過視野絞り  [DIA Filed Stop] 
 
 
 
▼ メイン画面 

 

 

 (1)  ボタンをクリックして、視野絞り径

（mm）を調整します。 

 

 ボタンをクリックするたびに、1.5～

30.6mm の範囲で 0.1mm ごとに数値が増

減します。ボタンを押下したままにすると、

0.5mm ごとに増減させることができます。

■最適化機能（Preset） 

[Preset]ボタンをクリックすると、現在の

対物レンズに対して最適な透過率に設定さ

れます。 

ただし、電動ユニバーサルコンデンサー、

電動または状態検出レボルバーが接続され

ており、かつ対物レンズ情報が設定済みで

ある場合にのみ有効です。 

光路が Rear の場合に、電動 DSC ズーム

ポートが未接続の場合には動作しません。

 
 
 
 

[Preset]ボタン 

(1) 数値調整 
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4.3.12 コンデンサーモジュール  [Condenser Module] 
 
 
 
▼ メイン画面 

 

 
 

 

 
 

▼ 【Ci-E】の場合 

 

 (1)  ボタンをクリックして、コンデンサー

モジュールリストを表示します。 

(2) 切り替えたいコンデンサーモジュールを選

択すると、コンデンサーモジュールの位置

が変わります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■【Ci-E】の場合 

(1)  ボタンをクリックして、ハネノケコン

デンサーの IN/OUT を切り替えます。 

・ 凸の状態：IN 

  (トップレンズが光路に挿入された状態) 

・ 凹の状態：OUT 

  (トップレンズをはねのけた状態) 

ハネノケ IN 

 

ハネノケ OUT 

 

(2) コンデンサーモジュール 

リスト 

(1)  ハネノケコンデンサーの IN/OUT ボタン 

(1)  リスト表示 
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4.3.13 光学ズーム  [Optical Zoom] 
 
 
 
▼ メイン画面 

 

 
 

 (1)  ボタンをクリックして、ズーム倍率を

調整します。 

 

 ボタンをクリックするたびに、0.6～

2.0x の範囲で 0.1x ごとに数値が増減しま

す。ボタンを押下したままにすると、0.2x

ごとに増減させることができます。 

 ボタンを押すと 1.0x に設定されま

す。 

(2) 光学ズーム連動切替え 

[Link]チェックボックスを切り替えて、光

学ズーム連動制御の ON/OFF を切り替え

ます。光学ズーム切替えと連動して装置を

制御する場合は、チェックします。 

 

[Link]チェックボックスは、電動 DSC ズー

ムポート装着、かつ電動または状態検出レ

ボルバー装着の場合のみ有効になります。

 

各種装置の連動制御については、『3.9 連

動制御設定 [Interlock]』をご覧ください。

 

 
 
 

(1) 数値調整 

(2) [Link]チェックボックス
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4.3.14 透過照明用ランプ  [DIA Lamp] 
 
 
 
▼ メイン画面 

 

 
 

 (1)  ボタンをクリックして、透過照明用ラ

ンプのコントロールを可能にします。 

 ボタンが使用できる状態になります。

・ 凹の状態：ON(制御権:Ni Setup Tool)

・ 凸の状態：OFF(制御権:顕微鏡システム)

(2)  ボタンまたは  ボタンをクリック

して照明の ON/OFF を切り替えます。 

・ 凹の状態：ON 

・ 凸の状態：OFF 

照明 ON 

 

照明 OFF 

 

照明 ON にすると、  ボタンと [Photo]

ボタンが使用できる状態になります。 

(3) ランプの光量を調整する場合は、  ボタ

ンをクリックします。 

 

 ボタンをクリックするたびに、光量が

増減します。ボタンを押下したままにする

と、一定量ごとに光量を増減させることが

できます。 

 

 

(3) 光量調整 

[Photo]ボタン 

(2) 照明の

ON/OFF 

(1)  ランプコントロール

ON/OFF 
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  ■色の再現性重視（Photo） 

Ni-E、Ni-U では、ランプ電圧を調整すると

照明の色味が変わります。色の再現性が重

要な場合は、[Photo]ボタンを押して ON

の状態にすると、ランプ電圧をもっとも色

再現性の良い電圧に調整することができま

す。この場合、明るさの調整が必要な場合

は ND フィルターを使用してください。 

・ 凹の状態：ON 

・ 凸の状態：OFF 

、 、  のいずれかのボタンをク

リックすると、OFF になります。 

  

Ni-U の場合は、制御権が顕微鏡本機側にあ

る場合、照明の ON/OFF 以外の顕微鏡シス

テムの状態を取得することができません。
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4.3.15 EPI シャッター一括操作  [EPI ALL] 
 
 
 
▼ メイン画面 

 

 

 (1)  ボタンをクリックして、EPI シャッ

ターを一括で開閉します。 

・ 凹の状態：全シャッターが開（Open）

・ 凸の状態：全シャッターが閉（Close）

 

開閉できるシャッターは以下のとおりで

す。 

・ 蛍光キューブターレットの内蔵シャッ

ター 

・ 蛍 光 キ ュ ー ブ タ ー レ ッ ト 2 の 内 蔵

シャッター 

・ EPI 電動シャッター 

・ ファイバー光源の内蔵シャッター 

 

 

(1) EPI シャッターの一括開閉ボタン 
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4.3.16 上下動部 Z  [Z Focus] 
 
 

上下動部 Z の調整には、メイン画面で操作する方法と、コントロール画面を表示させて調整する方法があ

ります。 

 
 

メイン画面による調整 
 
 
 
▼ メイン画面 

 

 
 

 

 

 (1)  ボタンをクリックして、上下動部 Z の高

さ（um）を調整します。 

 

 ボタンをクリックするたびに、設定され

た速度で数値が増減します。ボタンを押下

したままにすると、その間数値が増減し続

けます。 

■移動速度の設定 

 ボタンをクリックすると、上下動部の

移動速度を以下の 3 段階で切り替えられま

す。 

・ 5um/sec 

・ 50um/sec 

・ 150um/sec 

 

 
 

移動速度の設定 

(1) 位置の調整 
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コントロール画面による調整方法 
 
 
 

 
 

 

▼ 上下動部 Z コントロール画面 

 

 

 

 

 

 

 (1)  ボタンをクリックして、上下動部 Z コ

ントロール画面を表示します。 

(2) スクロールバーのカーソルを動かすと、上下

動部が上下に動きます。 

 

  ボタンや   ボタンをク

リックして上下動部を移動することもでき

ます。 

  ボタンは 0.1um 単位で、 

  ボタンは 0.5um 単位で移動しま

す。 

(3) [Close]ボタンをクリックして、コントロー

ル画面を閉じます。 

■移動速度の設定 

[▼]をクリックすると、速度リストが表示さ

れ、上下動部の移動速度を 3 段階から選択

できます。 

・Coarse（粗動）：2.5mm/sec 

・Fine（微動）：1.5mm/sec 

・ExFine（極微動）：0.5mm/sec 

■上下動部の退避/復帰 

[Escape]ボタンをクリックすると、退避位

置に上下動部が移動します。退避後、ボタ

ン表示は[Refocus]に変わります。

[Refocus]ボタンをクリックすると、上下

動部が元の位置に復帰します。 

 

・ [Escape]動作は、エスケープ動作設定

によって退避位置が切り替わります。

・ 退避位置にいる場合は上下動部を操作

することはできません。 

 

エスケープ機能設定については『3.10.2 顕

微鏡本体設定 [Microscope]』をご覧くだ

さい。 

 
 

(1) [Z Focus Drive]画面の表示 

(3) [Close]ボタン 

Z 位置の表示

移動速度の設定 

[Escape]ボタン

[0 Reset]ボタン

[Abs]ボタン 

(2) Z 位置の指定 

カーソル 
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▼ 上下動部 Z コントロール画面 

 

 

▼ スクロールバー操作範囲設定画面 

 

 

 

 

 ■スクロールバーの操作範囲設定 

スクロールバーの最大位置と最小位置を設

定することで、スクロールバーの操作範囲

を変更することができます。 

(1) [Range]ボタンをクリックして、スクロー

ルバー操作範囲設定画面に切り替えます。

(2) 最大位置は、スクロールバー上の最大位置

用カーソルを動かして設定します。カーソ

ルを動かすと最大位置表示用テキストが更

新され、設定値が表示されます。 

(3) 最小位置は、スクロールバー上の最小位置

用カーソルを動かして設定します。カーソ

ルを動かすと最小位置表示用テキストが更

新され、設定値が表示されます。 

 

赤印は現在の上下動部位置です。上限値は

赤印より下に、下限値は赤印より上に設定

できないようになっています。 

(4) [OK]ボタンをクリックすると、設定が反映

され、上下動部 Z コントロール画面に戻り

ます。 

 

[Reset]ボタンをクリックすると、スクロー

ルバーの最大位置と最小位置が、デフォル

ト値に設定されます。 

デフォルト値： 

  -13000.000um ～ 2000.000um 

 

 
 

(1) [Range]ボタン 

(3) 最小位置用カーソル 

[Reset]ボタン

(4) [OK]ボタン 

スクロールバーと 

最大位置、最小位置

(2) 最大位置用カーソル 
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▼ 上下動部 Z コントロール画面 

 

 ■Z カウンターのリセット 

現在の上下動位置を基準位置（0.000um）

に設定することができます。設定位置を基

準とする相対位置で上下動位置が表示され

ます。 

(1) [0 Reset]ボタンをクリックして、現在の上

下動位置を基準位置に設定します。 

 

基準位置を設定すると、上下動位置のスク

ロールバーの最大・最小値の表示が基準位

置からの値に切り替わります。 

(2) 上下動位置表示を絶対位置表示に戻す場合

は、[Abs]ボタンをクリックします。 

設定されている基準位置がリセットされま

す。 

 

顕微鏡のディスプレイ表示がすでに

0.000um である場合、[0 Reset]ボタンを

押しても絶対値表示から基準位置表示には

戻りません。 

 
 

(1) [0 Reset]ボタン

(2) [Abs]ボタン
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4.3.17 XY ステージ  [XY Stage] 
 
 

XY ステージの調整には、メイン画面で操作する方法と、コントロール画面を表示させて調整する方法が

あります。 

 
 

メイン画面による調整 
 
 
 
▼ メイン画面 

 

 
 

 

 

 (1)  ボタンをクリックして、X ステージの

位置（um）を調整します。 

(2)  ボタンをクリックして、Y ステージの位

置（um）を調整します。 

 

 または  ボタンをクリックするた

びに、設定された速度で数値が増減します。

ボタンを押下したままにすると、その間数

値が増減し続けます。 

■移動速度の設定 

  ボタンをクリックすると、ステー

ジの移動速度を以下の 3 段階で切り替えら

れます。 

・ 0.25um/sec 

・ 4um/sec 

・ 100um/sec 

 

 
 

(1) 位置の調整 

移動速度の設定 
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コントロール画面による調整方法 
 
 
 

 
 

 

▼ XY ステージコントロール画面 

 

 

 

 

 

 

 (1)  ボタンをクリックして、XY ステージ

コントロール画面を表示します。 

(2) 仮想ステージ上でクリックすると、その位

置にステージが移動します。 

 

仮想ステージは、ステージの操作範囲をス

テージ中心位置からの絶対座標で示してい

ます。 

(3) [Close]ボタンをクリックして、コントロー

ル画面を閉じます。 

■移動速度の設定 

[▼]をクリックすると、速度リストが表示さ

れ、ステージの移動速度を 3 段階から選択

できます。 

・ Coarse（粗動）：25mm/sec 

・ Fine（微動）：5mm/sec 

・ ExFine（極微動）：0.25mm/sec 

 

ExFine でステージを大きく移動させると

時間がかかります。移動が完了するまで数

値等に変更がかかりません。 

■ステージの退避/復帰 

[Escape]ボタンをクリックすると、退避位

置に上下動部が、標本取り出し位置にス

テージが移動します。退避後、ボタン表示

は[Return]に変わります。[Return]ボタン

をクリックすると、ステージが元の位置に

復帰します。（上下動部は戻りません） 

 

[Escape]動作は、エスケープ動作設定に

よって退避位置が切り替わります。 

 

エスケープ機能設定については『3.10.2 顕

微鏡本体設定 [Microscope]』をご覧くだ

さい。 

 

(1) [XY Stage]画面の表示 

(3) [Close]ボタン

(2) 仮想ステージ 

XY 位置の表示 

移動速度の設定 

[Escape]ボタン 
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▼ XY ステージコントロール画面  ■ステージ位置メモリー機能（Memory） 

任意の位置を記憶させることができます。

また記憶させた位置にステージを復帰させ

ることができます。（最大 20 件の記憶が

可能） 

・ 位置の記憶 

行を選択して、[Memory]ボタンをク

リックすると、現在のステージ位置が記

憶されます。記憶位置は仮想ステージ上

に同じ色の点で表示されます。 

・ 記憶位置への復帰 

行を選択して、[Move]ボタンをクリッ

クすると、その位置にステージが移動し

ます。 

・ 記憶位置の消去 

行を選択して、[Clear]ボタンをクリッ

クすると、記憶位置が消去されます。す

べての記憶位置を消去する場合は、[All 

Clear]ボタンをクリックします。 

 

 
 
▼ XY ステージコントロール画面  ■仮想ステージの操作範囲設定 

仮想ステージ上の表示範囲の最大位置と

最小位置を設定し、操作しやすくすること

ができます。 

(1) X 軸方向の操作範囲の最大位置[Range 

Max]および最小位置[Range Min]のテキ

ストボックスに数値を入力します。 

(2) Y 軸方向の操作範囲の最大位置[Range 

Max]および最小位置[Range Min]のテキ

ストボックスに数値を入力します。 

 

・ 初期値は、XY ステージのデフォルト値

に設定されています。 

・ 再度、[Range Reset]ボタンをクリッ

クすると、デフォルト値に戻ります。

デフォルト値： 

X:-34000.000um ～ 34000.000um

Y:-27000.000um ～ 27000.000um

 
 
 

(1) X 座標の範囲(2) Y 座標の範囲 

[Range Reset]ボタン 

[Memory]機能

選択されている行 

仮想ステージ 



第 4 章 電動装置のコントロール 

4.3 各装置のコントロールのしかた 

103 

4.3.18 キャプチャー連動  [Capture Interlock] 
 
 

 

Ni-E の場合のみ設定できます。 

 
 
▼ メイン画面 

 

 
 

 (1) キャプチャー連動切替え 

[Link]チェックボックスを切り替えて、

キャプチャー連動制御の ON/OFF を切り

替えます。CAPTURE ボタンを押したとき

に連動して装置を制御する場合は、チェッ

クします。 

 

Ni-E 本機にデジタルカメラが USB/トリ

ガー接続されている状態で[Link]をチェッ

クした場合、CAPTURE ボタンを押すと、

先に光路や蛍光フィルターキューブの切替

えを行い、その後接続先のデジタルカメラ

で画像を取得します。 

 

各種装置の連動制御については、『3.9 連

動制御設定 [Interlock]』をご覧ください。

 

 

(1) [Link]チェックボックス 
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その他の機能5 
 
 
 

本章では、リミット（制限）値などを設定したり、MODE を登録する方法について説明します。 

 
 

5.1 各種機能の設定  [Setting] 
 
 

メイン画面のメニュー部の[Setting]をクリックして表示される項目のうち、[Setup]以外の設定機能に

ついて説明します。 

 

Setup については、『第 3 章 セットアップ』をご覧ください。 

 
 

5.1.1 上下動合焦位置設定  [Focus Pos. Set] 
 
 

対物レンズごとに微妙に異なる上下動合焦位置の差を記憶し、正確に再現させることによって、補正を行

います。 

上下動合焦位置設定では、対物レンズのアドレスと対応させて現在の補正値（合焦位置）を記憶させます。 

 

Ni-E に電動レボルバーを装着している場合のみ設定できます。 

 
 
▼ メニュー部 

 

 (1) [Setting]をクリックします。 

メニュー部の下に Setting メニューが表示

されます。 

(2) [Focus Pos. Set]をクリックして、上下動合

焦位置設定画面を表示します。 

 

 
 
 

(1) [Setting]をクリックする

(2)  [Focus Pos. Set]をクリックする
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▼ 上下動合焦位置設定画面 

 

 

 

 

 

 

 (3) [Objective]のアドレスボタンをクリック

して、対物レンズのアドレスを切り替えま

す。 

選択されると、ボタンの色がオレンジにな

ります。 

(4) 顕微鏡本機のフォーカスハンドルまたは、

スクロールバーのカーソルを動かして、上

下動合焦位置に上下動部を移動します。 

 

  ボタンや   ボタンをク

リックして上下動部を移動することもでき

ます。 

  ボタンは 0.1um 単位で、 

  ボタンは 0.5um 単位で移動しま

す。 

スクロールバーの操作範囲を変更できま

す。詳しくは次ページをご覧ください。 

(5) [Memory]ボタンをクリックして、設定した

上下動合焦位置を登録します。 

登録されると、ボタンの色がグリーンにな

ります。 

 

設定を解除したい場合は、アドレスボタン

を選択し、[Reset]ボタンをクリックしま

す。[All Reset]ボタンをクリックすると、

すべての設定が解除されます。 

(6) 他の対物レンズを設定する場合は、(3)へ戻

り、設定を行います。 

 

対物レンズが未装着のアドレスの場合は、

必ず、すべてのレボルバーアドレスに対し、

焦点位置を設定してください。対物レンズ

が未装着のアドレスでは、1 つ前のアドレ

スと同じ状態のまま焦点位置を記憶させて

ください。焦点位置を設定しないと、未装

着位置から装着位置に切り替えたとき、ま

た装着位置から未装着位置に切り替えたと

きに、同焦点補正が行われません。 

(7) 上下動合焦位置設定を終了する場合は、

[Close]ボタンをクリックします。 

(4) スクロールバーやボ

タンを操作して、合

焦位置に合わせる 

(7) [Close]ボタン

をクリックし

て、終了する 

(5) [Memory]ボ

タンをクリッ

クする 

(3) アドレスボタンを

クリックする 



第 5 章 その他の機能 

5.1 各種機能の設定  [Setting] 

106 

▼ スクロールバー操作範囲設定画面 

 

 

 

 

 ■スクロールバーの範囲設定 

(1) 上下動合焦位置 設定画面で[Range]ボタン

をクリックすると、手順(4)で操作する範囲

を変更できるスクロールバー操作範囲設定

画面が表示されます。 

(2) 最大位置用カーソルを動かして上限値を変

更し、最小位置用カーソルを動かして下限

値を変更します。 

 

赤印は現在の上下動位値です。上限値は赤

印より下に、下限値は赤印より上には設定

できないようになっています。 

(3) [OK]ボタンをクリックします。 

変更したスクロールバーの範囲の値が反映

され、上下動合焦位置設定画面に戻ります。

 

 
 

(2) 下限値を

変更する 

(2) 上限値を

変更する 

(3) [OK]ボタンを

クリックする 
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5.1.2 上下動部ソフトウェアリミット設定  [Z Limit] 
 
 

ステージ上下動の顕微鏡では上下動部を上げた際に（対物上下動の顕微鏡では上下動部を下げた際に）、

ステージ上の試料と対物レンズとの接触を防ぐために、リミットの設定を行います。 

 

システム デフォルト値 設定可能範囲 

ステージ上下動 2000.000um -8000.000um から 2000.000um 

対物上下動 2000.000um -10000.000um から 2000.000um 

 

 

ソフトウェアリミットを現在のリミット値より外側に設定する場合は、ソフトウェアリミットの設定

画面で[default]ボタンをクリックしてから上下動部を操作してください。 

 

フォーカスハンドルで上下動部を操作する場合、実際に停止するのは、設定したリミットを最大約

20um 超えた位置になります。 

 

以下に、リミットを設定する操作を説明します。 

 
 
▼ メニュー部 

 
 

 (1) [Setting]をクリックします。 

メニュー部の下に Setting メニューが表示

されます。 

(2) [Z Limit]をクリックして、ソフトウェア上限

リミット設定画面を表示します。 

 

 

 
 
 

(1) [Setting]をクリックする

(2)  [Z Limit]をクリックする 
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▼ 上下動部ソフトウェアリミット設定画面 

 

 

 

 

 

 (3) 上下動部の移動速度をプルダウンリストの

[Coarse]（粗動）、[Fine]（微動）、[ExFine]

（極微動）の中から選択します。 

(4) 顕微鏡本機のフォーカスハンドルまたは、

スクロールバーのカーソルを動かして、リ

ミット位置に上下動部を移動します。 

 

  ボタンや   ボタンをク

リックして上下動部を移動することもでき

ます。 

  ボタンは 0.1um 単位で、 

  ボタンは 0.5um 単位で移動しま

す。 

 [Range]ボタンをクリックすると、操作する

範囲を変更できるスクロールバー操作範囲

設定画面が表示されます。操作方法につい

て は 、 『 5.1.1 上 下 動 合 焦 位 置 設 定

[Focus Pos. Set]』の「■スクロールバー

の範囲設定」をご覧ください。 

(5) [Memory]ボタンをクリックして、設定した

リミット位置を登録します。 

現在値+0.5um がリミット値として設定さ

れます。 

 

・ 登録したリミット位置はすべての対物

レンズのアドレスに対して有効です。

・ [default]ボタンをクリックすると、設

定がデフォルト値に戻ります。 

・ 現在上下動部がリミット位置にある場

合には、デフォルト値に戻す操作はでき

ません。この場合は、上下動部をリミッ

ト位置より下に（対物上下動システムの

場合はリミット位置よりも上に）移動し

た後に再度[default]ボタンをクリック

してください。 

 

(5) [Memory]ボタン

をクリックする 

(7) [Close]ボタンを

クリックして、終

了する 

(3) 上下動の移動速度

を選択する 

(4) スクロールバーやボタン

を操作して、リミット位

置に合わせる 

(6) 対物レンズの回転

制限を設定する 
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  (6) 対物レンズ回転制限の許可/禁止

（ON/OFF）を[Rotation Stop]の切替え

ボタンをクリックして設定します。 

[ON]にすると、上下動部が指定した位置よ

り上方にある場合、電動レボルバーの回転

を禁止します。 

 

設定値付近では、振動などの影響で上下動

部の位置が変動し、電動レボルバーが回転

する場合があります。 

(7) 設定を終了する場合は、[Close]ボタンをク

リックします。 

 

 

他のコントロールソフトによって変更した

リミット値をソフトウェアリミット設定画

面へ反映したい場合は、いったん画面を閉

じてから再度画面を表示してください。 
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5.1.3 XY ステージソフトウェアリミット設定  [XY Limit] 
 
 

XY ステージにおけるソフトウェアリミット（XMax、XMin、YMax、YMin）を設定します。初期起動

時はデフォルト値が設定されています。 

 

設定項目 デフォルト値 設定可能範囲 

XMax 34000.000um 1000.000um から 34000.000um 

XMin -34000.000um -34000.000um から-1000.000um 

YMax 27000.000um 1000.000um から 27000.000um 

YMin -27000.000um -27000.000um から 1000.000um 

 

 

ソフトウェアリミットを現在のリミット位値より外側に設定する（ステージを操作して設定する）場

合は、XY ステージソフトウェアリミット設定画面で[default]ボタンをクリックしてからステージを

動作してください。 

 

 

・ Ni-E に電動 XY ステージを装着している場合のみ設定できます。 

・ エルゴコントローラーまたはジョイスティックでステージを XY 方向に操作する場合、実際に停

止するのは、設定したリミット位置を最大約 800um 超えた位置になります。 

 
 
▼ メニュー部 

 

 (1) [Setting]をクリックします。 

メニュー部の下に Setting メニューが表示

されます。 

(2) [XY Limit]をクリックして、XY ステージソフ

トウェアリミット設定画面を表示します。 

 

 
 
 

(1) [Setting]をクリックする

(2)  [XY Limit]をクリックする
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▼ XY ステージソフトウェアリミット設定画面 

 

 

 

 (3) 各[Get]ボタンをクリックし、現在の位置を

取得します。 

(4) 現在値を取得する以外に X、Y ステージ座

標の設定値を

[XMax][XMin][YMax][YMin]テキスト

ボックスに入力することも可能です。 

(5) [Memory]ボタンをクリックして、設定位置

を登録します。 

設定値が現在位置に近い値の場合は、現在

位置+0.5（下限値の場合は-0.5）um がリ

ミット位値として登録されます。 

 

・ [default]ボタンをクリックすると、設

定がデフォルト値に戻ります。 

・ 現在ステージがリミット位置にある場

合には、デフォルト値に戻す操作はでき

ません。この場合は、ステージをリミッ

ト位置よりも内側に移動した後に再度

[default]ボタンをクリックしてくださ

い。 

(6) 設定を終了する場合は、[Close]ボタンを

クリックします。 

 

 

他のコントロールソフトによって変更した

リミット値を XY ステージソフトウェアリ

ミット設定画面へ反映したい場合は、いっ

たん画面を閉じて再度画面を表示してくだ

さい。 

 
 
 

(4) 設定値を入

力する 

(5) [Memory]

ボタンをク

リックする

(3) 現在の位置を取得する (6) [Close]ボタンをクリッ

クする 
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5.1.4 Ni スイッチ設定  [Ni Switch] 
 
 

Ni-E の右面、前面、左面にあるスイッチの機能を割り当てます。 

 

Ni-E の場合のみ設定できます。 

 

Ni スイッチに割り当てられる機能については、『付録 1 Ni スイッチ割当て機能一覧』をご覧くださ

い。 

 
 
▼ メニュー部 

 

 (1) [Setting]をクリックします。 

メニュー部の下に Setting メニューが表示

されます。 

(2) [Ni Switch]をクリックして、Ni スイッチ機能

割り当て画面を表示します。 

 

 
 
 

(2)  [Ni Switch]をクリックする

(1) [Setting]をクリックする
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▼ Ni スイッチ機能割り当て画面（前面） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (3) スイッチ機能を割り当てたい顕微鏡の操作

面を[Right]（右面）、[Front]（前面）、

[Left]（左面）ボタンをクリックして選択し、

各操作面のスイッチ機能割り当て画面を表

示します。 

(4) トグル設定を行います。 

[Toggle Mode]プルダウンリストの

[Disable]（無効）、[Pattern1]（パターン

1 有効）[Pattern2]（パターン 2 有効）の

中から選択します。 

有効に設定すると、Objective に CW/CCW

機能を割り当てられているスイッチは、ト

グル機能に変更されます。トグル機能に

なったスイッチは、[Function]項目の編集

はできません。 

 

[Pattern1][Pattern2]は、あらかじめセッ

トアップのトグルパターン設定で設定した

値が適応されます。『3.4.4 トグルパター

ン設定 [Toggle]』をご覧ください。 

(5) 機能を割り当てたいスイッチのボタンをク

リックします。 

ボタンが凹の状態になります。また、クリッ

クしたボタンに該当する[ID]番号の行が選

択されます。 

(6) スイッチごとに各プルダウンリストから

割り当てたい機能を選択します。 

 

スイッチ機能を初期値に戻したいときは

[default]ボタンをクリックします。[All 

Default]をクリックすると、[Right]（右

面）、[Front]（前面）、[Left]（左面）す

べてのスイッチ機能が初期値に戻ります。

(7) 画面に表示されているスイッチ設定の有

効/無効（ON/OFF）を、[Enable]の切替

えボタンをクリックして設定します。 

(8) [Send]ボタンをクリックして、設定した内

容を顕微鏡システムへ送ります。 

 

[Undo]ボタンをクリックすると、画面を開

いたときの設定内容に戻ります。 

 

 

(3) 設定する操作面を

選択する 

(7) スイッチの有効/

無効を設定する 

(5) スイッチのボタンを

クリックする 

(6) 各スイッチ

機能を割り

当てる 

(4) トグルを

設定する 

(8) [Send]ボタン

をクリックする
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▼ Ni スイッチ機能割り当て画面（右面） 

 

 

 

 

 

▼ Ni スイッチ機能割り当て画面（左面） 

 

 

 

 (9) 他の操作面のスイッチ機能を割り当てる場

合は、[Right]（右面）、[Front]（前面）、

[Left]（左面）ボタンをクリックして選択し

て画面を切替え、（4）～（8）の操作を行

います。 

(10) 設定を終了する場合は、[Close]ボタンを

クリックします。 

 

 

他のコントロールソフトによって変更した

設定を Ni スイッチ機能割り当て画面へ反

映したい場合は、[Read SW Func.]ボタン

または[Read all SW Func.]ボタンをク

リックしてください。 

 

(9) 設定する操作面を選択する 

(9) 設定する操作面を選択する 

(10) [Close]ボタンをクリックして設定を終了する 
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5.1.5 エルゴコントローラースイッチ設定  [Ergo Switch] 
 
 

エルゴコントローラーにあるスイッチの機能を割り当てます。 

 

Ni-E にエルゴコントローラーが接続されている場合のみ設定できます。 

 

エルゴコントローラーのスイッチに割り当てられる機能については、『付録 2 エルゴコントローラー

スイッチ割当て機能一覧』をご覧ください。 

 
 
▼ メニュー部 

 

 (1) [Setting]をクリックします。 

メニュー部の下に Setting メニューが表示

されます。 

(2) [Ergo Switch]をクリックして、エルゴコント

ローラースイッチ機能割り当て画面を表示し

ます。 

 

 

Ni Setup Tool 起動中にエルゴコントロー

ラーの Help ボタンを押しても、エルゴコン

トローラースイッチ機能割り当て画面を表示

できます。 

 

 

(1) [Setting]をクリックする

(2)  [Ergo Switch]をクリックする
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▼ エルゴコントローラースイッチ機能割り当て画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (3) トグル設定を行います。 

[Toggle Mode]プルダウンリストの

[Disable]（無効）、[Pattern1]（パターン

1 有効）[Pattern2]（パターン 2 有効）の

中から選択します。 

有効に設定すると、Objective の CW/CCW

機能に割り当てられているスイッチは、ト

グル機能に変更されます。トグル機能に

なったスイッチは、[Function]項目の編集

はできません。 

 

[Pattern1][Pattern2]は、あらかじめセッ

トアップのトグルパターン設定で設定した

値が適応されます。『3.4.4 トグルパター

ン設定 [Toggle]』をご覧ください。 

(4) 機能を割り当てたいスイッチのボタンをク

リックします。 

ボタンが凹の状態になります。また、クリッ

クしたボタンに該当する[ID]番号の行が選

択されます。 

(5) スイッチごとに各プルダウンリストから

割り当てたい機能を選択します。 

 

スイッチ機能を初期値に戻したいときは

[default]ボタンをクリックします。 

(6) スイッチ設定の有効/無効（ON/OFF）を、

[Enable]をチェックして設定します。 

(7) [Send]ボタンをクリックして、設定した内

容を顕微鏡システムへ送ります。 

 

[Undo]ボタンをクリックすると、画面を開

いたときの設定内容に戻ります 

(8) 設定を終了する場合は、[Close]ボタンを

クリックします。 

 

 

他のコントロールソフトによって変更し

た設定をエルゴコントローラースイッチ

機能割り当て画面へ反映したい場合は、

[Read SW Func.]ボタンをクリックして

ください。 

 

(4) スイッチのボタン

をクリックする 

(3) トグルを

設定する 

(8) [Close]ボタンをクリッ

クして設定を終了する 

(5) 各スイッチ機能

を割り当てる 

(6) スイッチの有効/

無効を設定する

(7) [Send]ボタンを

クリックする 
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5.1.6 リモートコントロールパッドスイッチ設定  [Remote Switch] 
 
 

リモートコントロールパッドにあるスイッチの機能を割り当てます。 

 

Ni-U にリモートコントロールパッドが接続されている場合のみ設定できます。 

 

リモートコントロールパッドのスイッチに割り当てられる機能については、『付録 3 リモートコン

トロールパッドスイッチ割当て機能一覧』をご覧ください。 

 
 
▼ メニュー部 

 

 (1) [Setting]をクリックします。 

メニュー部の下に Setting メニューが表示

されます。 

(2) [Remote Switch]をクリックして、リモート

コントロールパッドスイッチ機能割り当て画

面を表示します。 

 

 

(1) [Setting]をクリックする

(2)  [Remote Switch]をクリックする
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▼ リモートコントロールパッドスイッチ機能割り当て画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (3) トグル設定を行います。 

[Toggle Mode]プルダウンリストの

[Disable]（無効）、[Pattern1]（パターン

1 有効）[Pattern2]（パターン 2 有効）の

中から選択します。 

有効に設定すると、Objective の CW/CCW

機能に割り当てられているスイッチは、ト

グル機能に変更されます。 

 

[Pattern1][Pattern2]は、あらかじめセッ

トアップのトグルパターン設定で設定した

値が適応されます。『3.4.4 トグルパター

ン設定 [Toggle]』をご覧ください。 

(4) 画面に表示されているスイッチ設定の有

効/無効（ON/OFF）を、[Enable]の切替

えボタンをクリックして設定します。 

 

画面上部のスイッチのボタンをクリックす

ると、ボタンが凹の状態になります。また、

クリックしたボタンに該当する[ID]番号の

行が選択されます。 

(5) [Send]ボタンをクリックして、設定した内

容を顕微鏡システムへ送ります。 

(6) 設定を終了する場合は、[Close]ボタンを

クリックします。 

 

 

他のコントロールソフトによって変更した

設定をリモートコントロールパッドスイッ

チ機能割り当て画面へ反映したい場合は、

[Read SW Func.]ボタンをクリックして

ください。 

 

 

 

 

(3) トグルを

設定する 

(5) [Send]ボタンを

クリックする 

(4) スイッチの有効/

無効を設定する 

(6) [Close]ボタンをクリッ

クして設定を終了する 
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5.1.7 Ci スイッチ設定  [Ci Switch] 
 
 

Ci-E の右面、左面にあるスイッチの機能を割り当てます。 

 

Ci-E の場合のみ設定できます。 

 

Ci-E のスイッチに割り当てられる機能については、『付録 4 Ci スイッチ割当て機能一覧』をご覧く

ださい。 

 
 
▼ メニュー部 

 

 (1) [Setting]をクリックします。 

メニュー部の下に Setting メニューが表示

されます。 

(2) [Ci Switch]をクリックして、Ci スイッチ機能

割り当て画面を表示します。 

 

 

(1) [Setting]をクリックする

(2)  [Ci Switch]をクリックする
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▼ Ci スイッチ機能割り当て画面（右面） 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼ Ci スイッチ機能割り当て画面（左面） 

 

 

 (3) スイッチ機能を割り当てたい顕微鏡の操作

面を[Right]（右面）、[Left]（左面）ボタ

ンをクリックして選択し、各操作面のス

イッチ機能割り当て画面を表示します。 

(4) トグル設定を行います。 

[Toggle Mode]プルダウンリストの

[Disable]（無効）、[Pattern1]（パターン

1 有効）[Pattern2]（パターン 2 有効）の

中から選択します。 

有効に設定すると、Objective の CW/CCW

機能に割り当てられているスイッチは、ト

グル機能に変更されます。 

 

[Pattern1][Pattern2]は、あらかじめセッ

トアップのトグルパターン設定で設定した

値が適応されます。『3.4.4 トグルパター

ン設定 [Toggle]』をご覧ください。 

(5) スイッチごとに、スイッチ設定の有効/無

効（ON/OFF）を、[Enable]をチェック

して設定します。 

 

機能を割り当てたいスイッチのボタンをク

リックすると、ボタンが凹の状態になりま

す。また、画面下部で、クリックしたボタ

ンに該当する[ID]番号の行が選択されま

す。 

(6) [Send]ボタンをクリックして、設定した内

容を顕微鏡システムへ送ります。 

(7) 設定を終了する場合は、[Close]ボタンを

クリックします。 

 

 

他のコントロールソフトによって変更した

設定を Ci スイッチ機能割り当て画面へ反

映したい場合は、[Read SW Func.]ボタン

をクリックしてください。 

(3) 設定する操作面を選択する

(4) トグルを

設定する 
(5) スイッチの有効/

無効を設定する 

(6) [Send]ボタンを

クリックする 

(3) 設定する操作面を選択する



第 5 章 その他の機能 

5.1 各種機能の設定  [Setting] 

121 

5.1.8 光路色変更  [Custom Color] 
 
 

画面に表示する光路の色を任意に変更することができます。 

 
 
▼ メニュー部 

 

 (1) [Setting]をクリックします。 

メニュー部の下に Setting メニューが表示

されます。 

(2) [Custom Color]をクリックして、光路色設定

画面をメイン画面上に表示します。 

またメイン画面の光路色がカスタムカラーに

切り替わります。 

 

 
 
▼ 光路色設定画面 

 

 (3) フィルターボタンをクリックして切り替え

ます。（蛍光フィルターキューブを 2 段設

定している場合） 

(4) 色を変更したい光路のボタンをクリックし

て、色の設定ダイアログを開きます。 

 

(1) [Setting]をクリックする

(2)  [Custom Color]をクリックする

(4) 変更したい光路

のボタンをク

リックする 

(3) フィルター

キューブを選択

する 
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▼ 色の設定ダイアログ 

 
 

 (5) 色設定後に[OK]ボタンをクリックすると

メイン画面上の光路の色が変更されます。

 

 
 
▼ 光路色設定画面 

 

 
 

光路色設定画面にて[Reset]ボタンをクリック

すると、現在設定されている色を破棄し、デ

フォルトカラー設定（システムカラーと同色）

が反映されます。 

 [Undo]ボタンをクリックすると、光路色設定

画面を開いたときの設定内容に戻ります。 

 

(5) [OK]ボタンをクリックする 
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5.2 情報の確認  [Information] 
 
 
 

5.2.1 イベントログ確認  [Event Log] 
 
 

顕微鏡システムのイベントログの取得によって、操作の履歴（4MB×20 ファイルまで）を確認すること

ができます。 

 
 
▼ メニュー部 

 

 (1) [Information]をクリックします。 

メニュー部の下に Information メニューが

表示されます。 

(2) [Event Log]をクリックすると、イベント

ログ確認画面が表示されます。 

 
 
 
▼ イベントログ確認画面 

 

 (3) [はい]ボタンをクリックすると、選択してい

る顕微鏡システムのイベントログがファイ

ル｢NiSetupToolLogXX.Log｣に書き込ま

れます。 

 

・ ｢XX｣には、2 桁の通し番号が自動的に

付けられます。最大 20 ファイルまで保

存できます。 

・ ｢ NiSetupToolLogXX.Log ｣ は 、 Ni 

Setup Tool をデフォルト設定でイン

ストールした場合、Application Data

フォルダーの\Local\Nikon\Log に

作成されます。 

(4) 表示された｢NiSetupToolLogXX.Log｣で

イベントログを確認します。 

(5) ｢NiSetupToolLogXX.Log｣を閉じます。 
 
 
 

(2) [Event Log]をクリックする 

(1) [Information]をクリックする 

(3) [はい]ボタンをクリックする
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5.2.2 各種バージョン確認  [Version] 
 
 

Ni Setup Tool のバージョン情報および各装置のファームウェアのバージョン情報を確認できます。 

 
 
▼ メニュー部 

 

 (1) [Information]をクリックします。 

メニュー部の下に Information メニューが

表示されます。 

(2) [Version]をクリックして、バージョン情報

画面を表示します。 

 
 
 
▼ バージョン情報画面 

 

 (3) バージョン情報画面には、以下の情報が表

示されます。 

・ 本アプリケーションのバージョン 

・ NiSDK または CiSDK のバージョン 

・ 本機のファームウェア 

・ 本機の FPGA1（Ni-E/Ni-U のみ） 

・ 本機の FPGA2（Ni-E のみ） 

・ エルゴコントローラー（またはジョイス

ティック）のバージョン（Ni-E のみ）

・ IntensiLight の フ ァ ー ム ウ ェ ア バ ー

ジョン（Ni-E/Ni-U のみ） 

(4) [OK]ボタンをクリックして、バージョン情

報画面を閉じます。 

 
 
 

(4) [OK]ボタンをクリックする 

(2) [Version]をクリックする 

(1) [Information]をクリックする 
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5.3 MODE 機能  [Custom Observation] 
 
 

MODE を登録したり、保存されている MODE を再現させることができます。 

 

Ni-E、Ni-U の場合に操作できます。 

 
 

5.3.1 MODE 登録（Profile 設定） 
 
 
 
▼ メニュー部 

 

 (1) [Custom Observation]をクリックしま

す。 

メニュー部の下に Custom Observation

メニューが表示されます。 

(2) [Profile]をクリックして、Profile 設定画面

を表示します。 

 
 

(1) [Custom Observation]を

クリックする 

(2) [Profile]をクリックする 
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▼ Profile 設定画面 

 

 

 

 

 

 

 (3) Profile 設定画面が表示されるときに、顕微鏡

システムに登録されているデータが読み込ま

れ、設定画面に反映されます。 

 

接続されている電動装置のみ設定情報が反映

されます。 

(4) タブから設定する MODE（初期状態では MD1

～MD8）を選択します。 

(5) MODE 名を入力します。 

 

登録した名前は、(2)で選択したタブ名と、メ

イン画面のサブメニュー名に反映されます。 

(6) 必要な情報を設定します。 

 ボタンがある項目では、クリックして表示

されるリストから選択し、数値は、  ボタ

ンをクリックするか直接数値を入力します。 

・ [Z Focus]では、  ボタンをクリック

すると上下動部の現在の位置が取得され

ます。 

・ [DIA Lamp]では、[Intensity]の[Photo]

ボタンをクリックすると、顕微鏡システム

側で設定された明るさとなり、  ボタ

ンは操作できない状態となります。もう一

度[Photo]ボタンを押すと解除されます。

(7) 登録したい設定項目をチェックし、[Send]ボ

タンをクリックして、設定した内容を顕微鏡シ

ステムへ送ります。 

完了のメッセージ画面が表示されます。 

 [Select All]ボタンをクリックすると、すべて

の設定項目にチェックを入れることができま

す。なお、すべての項目にチェックがある場合

には、ボタン名は[Unselect All]と表示されま

す。[Unselect All]ボタンをクリックするとす

べての設定項目のチェックを外します。 

 

・ すべてのタブ（MODE）の設定内容を

一 度 に 登 録 し た い 場 合 は 、 [ALL]を

チェックしてから、[Send]ボタンをク

リックします。 

・ すべての電動装置のチェックを外した

状態で登録した場合は、MODE ボタン

が無効になります。 

(4)  タブから MODE

を選択する 

(7)  [Send]ボタンをク

リックして MODE

を登録する 

(6) 必要な情報を設定

する 

(5) MODE 名を入力する
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▼ メッセージ画面 

 

 (8) [OK]ボタンをクリックします。 

Profile 設定画面に戻ります。 

 

 
 
▼ Profile 設定画面 

 

 

 

 (9) 設定を終了する場合は、[Close]ボタンをク

リックします。 

メイン画面のサブメニュー部に登録した

MODE 名が表示されます。 

 

 

他のコントロールソフトによって変更した

設定を Profile 画面へ反映したい場合は、

[Download Profile]ボタンをクリックし

てください。 

 
 

(9)  [Close]ボタンをク

リックして設定を

登録する 

(8) [OK]ボタンを

クリックする 
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▼ Profile 設定画面 

 

 

 

 

 

 

 

 ■現在の制御情報を読み込む場合 

[Receive]ボタンをクリックします。顕微鏡

から情報が読み込まれ、設定画面に反映さ

れます。 

 

■保存データを読み込む場合 

[Load]ボタンをクリックすると、ファイル

選 択 画 面 が 表 示 さ れ ま す 。 フ ァ イ ル

（***.xml）を選択すると、情報が読み込ま

れ、設定画面に反映されます。 

 

■設定データを保存する場合 

[Save]ボタンをクリックすると、ファイル

選択画面が表示されます。保存場所とファ

イル名（***.xml）を指定し、保存します。

 

 
 
 
▼ ファイル選択画面 

 

  

 

現在の制御情報の取得 

[Receive]ボタンをクリックする

保存データの取得 

[Load]ボタンをクリックする 

設定データの保存 

[Save]ボタンをクリックする 
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5.3.2 MODE の再現 
 
 
 
▼ メニュー部 

 

 (1) [Custom Observation]をクリックしま

す。 

メニュー部の下に登録されている MODE

が表示されます。 

 

設定情報が登録されている MODE 名は、ボ

タン名が白字で表示されます（黒字は未登

録の状態）。 

(2) 切り替えたい MODE ボタンをクリックし

て、MODE を再現させます。 

登録された設定が顕微鏡システムに反映

されます。 

 

 
 
 
 

(1) [Custom Observation]を

クリックする 

(2) MODE ボタンをクリックする 
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付録  
  
 
 

付録 1 Ni スイッチ割当て機能一覧 
 
 
 

[Front］初期に割り当てられている[default]機能 
 
 

ID 項目 機能名 機能説明 

1 Display Pattern Down ディスプレイ表示パターンを降順に変更する 

2 Display Pattern Up ディスプレイ表示パターンを昇順に変更する 

3 Display LED On/Off ディスプレイ表示の明るさを変更する 

4 Z Focus ZERO Reset 上下動部 Z の 0 リセットを実行する 

5 Condenser CCW 
コンデンサーを逆回転させてコンデンサーモジュールを

切り替える 

6 Condenser CW 
コンデンサーを正回転させてコンデンサーモジュールを

切り替える 

7 EX Wheel CCW 
励起フィルターホイールを逆回転させて励起フィルター

を切り替える 

8 EX Wheel CW 
励起フィルターホイールを正回転させて励起フィルター

を切り替える 

9 BA Wheel CCW 
吸収フィルターホイールを逆回転させて吸収フィルター

を切り替える 

10 BA Wheel CW 
吸収フィルターホイールを正回転させて吸収フィルター

を切り替える 

11 Path BINO 光路を BINO に設定する 

12 Path FRONT 光路を FRONT に設定する 

13 Path REAR 光路を REAR に設定する 

 
 
 

[Right］初期に割り当てられている[default]機能 
 
 

ID 項目 機能名 機能説明 

1 DIA Field Stop Up 透過視野絞りを開口方向へ移動 

2 DIA Field Stop Down 透過視野絞りを閉口方向へ移動 

3 Aperture Stop Up 透過開口絞りを開口方向へ移動 

4 Aperture Stop Down 透過開口絞りを閉口方向へ移動 

5 Capture Capture キャプチャーを実行する 

6 Filter Turret CW 
蛍光キューブターレットを正回転させてフィルター

キューブを切り替える 

7 Filter Turret CCW 
蛍光キューブターレットを逆回転させてフィルター

キューブを切り替える 

8 FL Shutter Open/Close 蛍光キューブターレットの内蔵シャッターを開閉する 
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[Left］初期に割り当てられている[default]機能 
 
 

ID 項目 機能名 機能説明 

1 Objective CW レボルバーを正回転させて対物レンズを切り替える 

2 Objective CCW レボルバーを逆回転させて対物レンズを切り替える 

3 Z Focus Escape/Refocus 上下動部 Z の退避/復帰を実行する 

4 DIA Lamp On/Off 透過照明のスイッチの On/Off を実行する 

 
 
 

[Front］画面 ID5～10 に割当て可能な機能 
 
 

項目 機能名 機能説明 

Non-Function  割当てなし 

Condenser 

CW 
コンデンサーを正回転させてコンデンサーモジュールを切り替え

る 

CCW 
コンデンサーを逆回転させてコンデンサーモジュールを切り替え

る 

FL Shutter Open/Close 蛍光キューブターレットの内蔵シャッターを開閉する 

FL2 Shutter Open/Close 蛍光キューブターレット 2 の内蔵シャッターを開閉する 

Flter Turret2 

CW 
蛍光キューブターレット 2 を正回転させてフィルターキューブを

切り替える 

CCW 
蛍光キューブターレット 2 を逆回転させてフィルターキューブを

切り替える 

EX Wheel 

CW 
励起フィルターホイールを正回転させて励起フィルターを切り替

える 

CCW 
励起フィルターホイールを逆回転させて励起フィルターを切り替

える 

BA Wheel 

CW 
吸収フィルターホイールを正回転させて吸収フィルターを切り替

える 

CCW 
吸収フィルターホイールを逆回転させて吸収フィルターを切り替

える 

MODE Recall MODE1～8 Mode 観察連動 1～8 を実行する 

EPI Shutter Open/Close EPI 電動シャッターを開閉する 

DIA Shutter Open/Close DIA 電動シャッターを開閉する 

ND Filter 
UP ND フィルターの光量を上げる 

Down ND フィルターの光量を下げる 

Optical Zoom 
UP 光学ズームの倍率を上げる 

Down 光学ズームの倍率を下げる 
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[Front］画面 ID11～13 に割当て可能な機能 
 
 

項目 機能名 機能説明 

Non-Function  割当てなし 

Objective set Address1～7 レボルバーを指定位置に設定する 

Condenser set Address1～7 コンデンサーを指定位置に設定する 

Fliter Turret set Address1～6 蛍光キューブターレットを指定位置に設定する 

FL Shutter Open/Close 蛍光キューブターレットの内蔵シャッターを開閉する 

Fliter Turret2 set Address1～6 蛍光キューブターレット 2 を指定位置に設定する 

FL Shutter Open/Close 蛍光キューブターレット 2 の内蔵シャッターを開閉する 

EX Wheel set Address1～8 励起フィルターホイールを指定位置に設定する 

BA Wheel set Address1～8 吸収フィルターホイールを指定位置に設定する 

Intensilight 

set ND1 ファイバー光源の ND フィルターを ND1 に設定する 

set ND2 ファイバー光源の ND フィルターを ND2 に設定する 

set ND4 ファイバー光源の ND フィルターを ND4 に設定する 

set ND8 ファイバー光源の ND フィルターを ND8 に設定する 

set ND16 ファイバー光源の ND フィルターを ND16 に設定する 

set ND32 ファイバー光源の ND フィルターを ND32 に設定する 

INTSL Shutter Open/Close ファイバー光源の内蔵シャッターを開閉する 

MODE Recall MODE1～8 Mode 観察連動 1～8 を実行する 

Path 

BINO 光路を BINO に設定する 

FRONT 光路を FRONT に設定する 

REAR 光路を REAR に設定する 

EPI ALL Shutter Open/Close EPI 側に装着されているシャッターを一括で開閉する 

EPI Shutter Open/Close EPI 電動シャッターを開閉する 

DIA Shutter Open/Close DIA 電動シャッターを開閉する 

Z Focus 
ZERO Reset 上下動部 Z の 0 リセットを実行する 

Escape/Refocus  上下動部 Z の退避/復帰をする 

Sleep On/Off スリープモードにする 

DIA Lamp On/Off 透過照明のスイッチの On/Off を実行する 

Display 
LED On/Off ディスプレイ表示の明るさを変更する 

Control 画面の 5 から 10 に割り当てているスイッチを表示する 

Capture Capture キャプチャーを実行する 
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[Right］画面 ID1～4、6～7 に割当て可能な機能 
 
 

項目 機能名 機能説明 

Non-Function  割当てなし 

Objective 
CW レボルバーを正回転させて対物レンズを切り替える 

CCW レボルバーを逆回転させて対物レンズを切り替える 

Condenser 

CW 
コンデンサーを正回転させてコンデンサーモジュールを切り

替える 

CCW 
コンデンサーを逆回転させてコンデンサーモジュールを切り

替える 

Filter Turret 

CW 
蛍光キューブターレットを正回転させてフィルターキューブ

を切り替える 

CCW 
蛍光キューブターレットを逆回転させてフィルターキューブ

を切り替える 

Filter Turret2 

CW 
蛍光キューブターレット 2 を正回転させてフィルターキュー

ブを切り替える 

CCW 
蛍光キューブターレット 2 を逆回転させてフィルターキュー

ブを切り替える 

EX Wheel 

CW 
励起フィルターホイールを正回転させて励起フィルターを切

り替える 

CCW 
励起フィルターホイールを逆回転させて励起フィルターを切

り替える 

BA Wheel 

CW 
吸収フィルターホイールを正回転させて吸収フィルターを切

り替える 

CCW 
吸収フィルターホイールを逆回転させて吸収フィルターを切

り替える 

Aperture Stop 
Up 透過開口絞りを開口方向へ移動 

Down 透過開口絞りを閉口方向へ移動 

DIA Field Stop 
Up 透過視野絞りを開口方向へ移動 

Down 透過視野絞りを閉口方向へ移動 

ND Filter 
UP ND フィルターの光量を上げる 

Down ND フィルターの光量を下げる 

Optical Zoom 
UP 光学ズームの倍率を上げる 

Down 光学ズームの倍率を下げる 

Display 
Pattern UP ディスプレイ表示パターンを昇順に変更する 

Pattern Down ディスプレイ表示パターンを降順に変更する 
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[Right］画面 ID5、8 に割当て可能な機能 
 
 

項目 機能名 機能説明 

Non-Function  割当てなし 

Objective set Address1～7 レボルバーを指定位置に設定する 

Condenser set Address1～7 コンデンサーを指定位置に設定する 

Fliter Turret set Address1～6 蛍光キューブターレットを指定位置に設定する 

FL Shutter Open/Close 蛍光キューブターレットの内蔵シャッターを開閉する 

Fliter Turret2 set Address1～6 蛍光キューブターレット 2 を指定位置に設定する 

FL2 Shutter Open/Close 蛍光キューブターレット 2 の内蔵シャッターを開閉する 

EX Wheel set Address1～8 励起フィルターホイールを指定位置に設定する 

BA Wheel set Address1～8 吸収フィルターホイールを指定位置に設定する 

Intensilight 

set ND1 ファイバー光源の ND フィルターを ND1 に設定する 

set ND2 ファイバー光源の ND フィルターを ND2 に設定する 

set ND4 ファイバー光源の ND フィルターを ND4 に設定する 

set ND8 ファイバー光源の ND フィルターを ND8 に設定する 

set ND16 ファイバー光源の ND フィルターを ND16 に設定する 

set ND32 ファイバー光源の ND フィルターを ND32 に設定する 

INTSL Shutter Open/Close ファイバー光源の内蔵シャッターを開閉する 

MODE Recall MODE1～8 Mode 観察連動 1～8 を実行する 

Path 

BINO 光路を BINO に設定する 

FRONT 光路を FRONT に設定する 

REAR 光路を REAR に設定する 

EPI ALL Shutter Open/Close EPI 側に装着されているシャッターを一括で開閉する 

EPI Shutter Open/Close EPI 電動シャッターを開閉する 

DIA Shutter Open/Close DIA 電動シャッターを開閉する 

Z Focus 
ZERO Reset 上下動部 Z の 0 リセットを実行する 

Escape/Refocus 上下動部 Z の退避/復帰を実行する 

Sleep On/Off スリープモードにする 

DIA Lamp On/Off 透過照明のスイッチの On/Off を実行する 

Display 
LED On/Off ディスプレイ表示の明るさを変更する 

Control 画面の 5 から 10 に割り当てているスイッチを表示する 

Capture Capture キャプチャーを実行する 
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[Left］画面 ID1～2 に割当て可能な機能 
 
 

項目 機能名 機能説明 

Non-Function  割当てなし 

Objective 
CW レボルバーを正回転させて対物レンズを切り替える 

CCW レボルバーを逆回転させて対物レンズを切り替える 

Condenser 

CW 
コンデンサーを正回転させてコンデンサーモジュールを切り

替える 

CCW 
コンデンサーを逆回転させてコンデンサーモジュールを切り

替える 

Filter Turret 

CW 
蛍光キューブターレットを正回転させてフィルターキューブ

を切り替える 

CCW 
蛍光キューブターレットを逆回転させてフィルターキューブ

を切り替える 

Filter Turret2 

CW 
蛍光キューブターレット 2 を正回転させてフィルターキュー

ブを切り替える 

CCW 
蛍光キューブターレット 2 を逆回転させてフィルターキュー

ブを切り替える 

EX Wheel 

CW 
励起フィルターホイールを正回転させて励起フィルターを切

り替える 

CCW 
励起フィルターホイールを逆回転させて励起フィルターを切

り替える 

BA Wheel 

CW 
吸収フィルターホイールを正回転させて吸収フィルターを切

り替える 

CCW 
吸収フィルターホイールを逆回転させて吸収フィルターを切

り替える 

Aperture Stop 
Up 透過開口絞りを開口方向へ移動 

Down 透過開口絞りを閉口方向へ移動 

DIA Field Stop 
Up 透過視野絞りを開口方向へ移動 

Down 透過視野絞りを閉口方向へ移動 

ND Filter 
UP ND フィルターの光量を上げる 

Down ND フィルターの光量を下げる 

Zoom 
UP 光学ズームの倍率を上げる 

Down 光学ズームの倍率を下げる 

Display 
Pattern UP ディスプレイ表示パターンを昇順に変更する 

Pattern Down ディスプレイ表示パターンを降順に変更する 
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[Left］画面 ID3～4 に割当て可能な機能 
 
 

項目 機能名 機能説明 

Non-Function  割当てなし 

Objective set Address1～7 レボルバーを指定位置に設定する 

Condenser set Address1～7 コンデンサーを指定位置に設定する 

Fliter Turret set Address1～6 蛍光キューブターレットを指定位置に設定する 

FL Shutter Open/Close 蛍光キューブターレットの内蔵シャッターを開閉する 

Fliter Turret2 set Address1～6 蛍光キューブターレット 2 を指定位置に設定する 

FL2 Shutter Open/Close 蛍光キューブターレット 2 の内蔵シャッターを開閉する 

EX Wheel set Address1～8 励起フィルターホイールを指定位置に設定する 

BA Wheel set Address1～8 吸収フィルターホイールを指定位置に設定する 

Intensilight 

set ND1 ファイバー光源の ND フィルターを ND1 に設定する 

set ND2 ファイバー光源の ND フィルターを ND2 に設定する 

set ND4 ファイバー光源の ND フィルターを ND4 に設定する 

set ND8 ファイバー光源の ND フィルターを ND8 に設定する 

set ND16 ファイバー光源の ND フィルターを ND16 に設定する 

set ND32 ファイバー光源の ND フィルターを ND32 に設定する 

INTSL Shutter Open/Close ファイバー光源の内蔵シャッターを開閉する 

MODE Recall MODE1～8 Mode 観察連動 1～8 を実行する 

Path 

BINO 光路を BINO に設定する 

FRONT 光路を FRONT に設定する 

REAR 光路を REAR に設定する 

EPI ALL Shutter Open/Close EPI 側に装着されているシャッターを一括で開閉する 

EPI Shutter Open/Close EPI 電動シャッターを開閉する 

DIA Shutter Open/Close DIA 電動シャッターを開閉する 

Z Focus 
ZERO Reset 上下動部 Z の 0 リセットを実行する 

Escape/Refocus 上下動部 Z の退避/復帰を実行する 

Sleep On/Off スリープモードにする 

DIA Lamp On/Off 透過照明のスイッチの On/Off を実行する 

Display 
LED On/Off ディスプレイ表示の明るさを変更する 

Control 画面の 5 から 10 に割り当てているスイッチを表示する 

Capture Capture キャプチャーを実行する 
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付録 2 エルゴコントローラースイッチ割当て機能一覧 
 
 
 

初期に割り当てられている[default]機能 
 
 

ID 項目 機能名 機能説明 

1 Z Focus Knob Speed 
エルゴコントローラーのノブによる上下動部 Z の移動

速度を変更する 

2 XY Stage Knob Speed 
エルゴコントローラーのノブによる XY ステージの移動

速度を変更する 

3 FL Shutter Open/Close 蛍光キューブターレットの内蔵シャッターを開閉する 

4 Path BFR 光路を BINO⇒FRONT⇒REAR⇒BINO に設定する 

5 EPI All Shutter Open/Close EPI 側に装着されているシャッターを一括で開閉する 

6 Filter Turret CW 
蛍光キューブターレットを正回転させてフィルター

キューブを切り替える 

7 Filter Turret CCW 
蛍光キューブターレットを逆回転させてフィルター

キューブを切り替える 

8 Objective CW レボルバーを正回転させて対物レンズを切り替える 

9 Objective CCW レボルバーを逆回転させて対物レンズを切り替える 

10 Help Help エルゴコントローラースイッチの機能表示 

 
 
 

ID1～5 に割当て可能な機能 
 
 

項目 機能名 機能説明 

Non-Function  割当てなし 

Light Path 

BINO 光路を BINO に設定する 

FRONT 光路を FRONT に設定する 

REAR 光路を REAR に設定する 

BF 光路を BINO⇔FRONT に設定する 

FR 光路を FRONT⇔REAR に設定する 

BR 光路を BINO⇔REAR に設定する 

BFR 光路を BINO⇒FRONT⇒REAR⇒BINO に設定する 

FL Shutter Open/Close 蛍光キューブターレットの内蔵シャッターを開閉する 

FL2 Shutter Open/Close 蛍光キューブターレット 2 の内蔵シャッターを開閉する 

INTSL Shutter Open/Close ファイバー光源の内蔵シャッターを開閉する 

EPI ALL Shutter Open/Close EPI 側に装着されているシャッターを一括で開閉する 

EPI Shutter Open/Close EPI 電動シャッターを開閉する 

DIA Shutter Open/Close DIA 電動シャッターを開閉する 

Z Focus 

ZERO Reset 上下動部 Z の 0 リセットを実行する 

Knob Speed 
エルゴコントローラーのノブによる上下動部 Z の移動スピード

変更する 

Sleep On/Off スリープモードにする 
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項目 機能名 機能説明 

XY Stage Knob Speed 
エルゴコントローラーのノブによる XY ステージの移動スピー

ドを変更する 

Capture Capture キャプチャーを実行する 

Help Help エルゴコントローラースイッチの機能表示 

 
 
 

ID6～9 に割当て可能な機能 
 
 

項目 機能名 機能説明 

Non-Function  割当てなし 

Objective 
CW レボルバーを正回転させて対物レンズを切り替える 

CCW レボルバーを逆回転させて対物レンズを切り替える 

Filter Turret 

CW 
蛍光キューブターレットを正回転させてフィルターキューブを

切り替える 

CCW 
蛍光キューブターレットを逆回転させてフィルターキューブを

切り替える 

Filter Turret2 

CW 
蛍光キューブターレット 2 を正回転させてフィルターキューブ

を切り替える 

CCW 
蛍光キューブターレット 2 を逆回転させてフィルターキューブ

を切り替える 

EX Wheel 

CW 
励起フィルターホイールを正回転させて励起フィルターを切り

替える 

CCW 
励起フィルターホイールを逆回転させて励起フィルターを切り

替える 

BA Wheel 

CW 
吸収フィルターホイールを正回転させて吸収フィルターを切り

替える 

CCW 
吸収フィルターホイールを逆回転させて吸収フィルターを切り

替える 

Aperture Stop 
Up 透過開口絞りを開口方向へ移動 

Down 透過開口絞りを閉口方向へ移動 

DIA Field Stop 
Up 透過視野絞りを開口方向へ移動 

Down 透過視野絞りを閉口方向へ移動 

ND Filter 
UP ND フィルターの光量を上げる 

Down ND フィルターの光量を下げる 

Intensilight 

UP 
ファイバー光源の ND フィルターを番号が大きいものへ切り替

える 

Down 
ファイバー光源の ND フィルターを番号が小さいものへ切り替

える 

Condenser 

CW 
コンデンサーを正回転させてコンデンサーモジュールを切り替

える 

CCW 
コンデンサーを逆回転させてコンデンサーモジュールを切り替

える 

Zoom 
UP 光学ズームの倍率を上げる 

Down 光学ズームの倍率を下げる 
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付録 3 リモートコントロールパッドスイッチ割当て機能一覧 
 
 
 

ID1～10 に割り当てられている機能 
 
 

ID 項目 機能名 機能説明 

1 EPI Shutter Open/Close EPI 電動シャッターを開閉する 

2 FL Shutter Open/Close 蛍光キューブターレットの内蔵シャッターを開閉する 

3 INTSL Shutter Open/Close ファイバー光源の内蔵シャッターを開閉する 

4 DIA Shutter Open/Close DIA 電動シャッターを開閉する 

5 

Intensilight 

Up 
ファイバー光源の ND フィルターを番号が大きいもの

へ切り替える 

6 Down 
ファイバー光源の ND フィルターを番号が小さいもの

へ切り替える 

7 Objective CW レボルバーを正回転させて対物レンズを切り替える 

8 Objective CCW レボルバーを逆回転させて対物レンズを切り替える 

9 Filter Turret CW 
蛍光キューブターレットを正回転させてフィルター

キューブを切り替える 

10 Filter Turret CCW 
蛍光キューブターレットを逆回転させてフィルター

キューブを切り替える 
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付録 4 Ci スイッチ割当て機能一覧 
 
 
 

[Right]画面 ID1～3 に割り当てられている機能 
 
 

ID 項目 機能名 機能説明 

1 Objective CW レボルバーを正回転させて対物レンズを切り替える 

2 Objective CCW レボルバーを逆回転させて対物レンズを切り替える 

3 Capture Capture キャプチャーを実行する 

 
 
 
 

[Left]画面 ID1～2 に割り当てられている機能 
 
 

ID 項目 機能名 機能説明 

1 Objective CW レボルバーを正回転させて対物レンズを切り替える 

2 Objective CCW レボルバーを逆回転させて対物レンズを切り替える 
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付録 5 ショートカットキー割当て機能一覧 
 
 
 

Ni-E 接続時に割当て可能な機能 
 
 

項目 機能名 機能説明 

Non-Function --------- 割当てなし 

Z Focus 

Z Move + 上下動部を正方向へ移動する 

Z Move - 上下動部を負方向へ移動する 

Escape/Refocus 上下動部 Z の退避/復帰を実行する 

XY Stage 

X Move + XY ステージを X の正方向へ移動する 

X Move - XY ステージを X の負方向へ移動する 

Y Move + XY ステージを Y の正方向へ移動する 

Y Move - XY ステージを Y の負方向へ移動する 

Escape/Return XY ステージを標本取出し位置へ移動/元の位置に戻す 

Path 

FRONT 光路を FRONT に設定する 

BINO 光路を BINO に設定する 

REAR 光路を REAR に設定する 

BINO/FRONT 光路を BINO⇔FRONT に設定する 

FRONT/REAR 光路を FRONT⇔REAR に設定する 

BINO/REAR 光路を BINO⇔REAR に設定する 

B/F/R 光路を BINO⇒FRONT⇒REAR⇒BINO に設定する 

DIA Lamp 

On/Off 透過照明のスイッチの On/Off を実行する 

Up 透過照明を明るくする 

Down 透過照明を暗くする 

Objective 

set Address1～7 レボルバーを指定位置に設定する 

Clockwise レボルバーを正回転させて対物レンズを切り替える 

Counter-Clockwise レボルバーを逆回転させて対物レンズを切り替える 

Condenser 

set Address1～7 コンデンサーを指定位置に設定する 

Clockwise 
コンデンサーを正回転させてコンデンサーモジュールを切り

替える 

Counter-Clockwise 
コンデンサーを逆回転させてコンデンサーモジュールを切り

替える 

Filter Turret 

set Address1～6 蛍光キューブターレットを指定位置に設定する 

Clockwise 
蛍光キューブターレットを正回転させてフィルターキューブ

を切り替える 

Counter-Clockwise 
蛍光キューブターレットを逆回転させてフィルターキューブ

を切り替える 

FL Shutter Open/Close 蛍光キューブターレットの内蔵シャッターを開閉する 
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項目 機能名 機能説明 

Filter Turret2 

set Address1～6 蛍光キューブターレット 2 を指定位置に設定する 

Clockwise 
蛍光キューブターレット 2 を正回転させてフィルターキュー

ブを切り替える 

Counter-Clockwise 
蛍光キューブターレット 2 を逆回転させてフィルターキュー

ブを切り替える 

FL2 Shutter Open/Close 蛍光キューブターレット 2 の内蔵シャッターを開閉する 

EX Wheel 

set Address1～8 励起フィルターホイールを指定位置に設定する 

Clockwise 
励起フィルターホイールを正回転させて励起フィルターを切

り替える 

Counter-Clockwise 
励起フィルターホイールを逆回転させて励起フィルターを切

り替える 

BA Wheel 

set Address1～8 吸収フィルターホイールを指定位置に設定する 

Clockwise 
吸収フィルターホイールを正回転させて吸収フィルターを切

り替える 

Counter-Clockwise 
吸収フィルターホイールを逆回転させて吸収フィルターを切

り替える 

DIA Shutter Open/Close DIA 電動シャッターを開閉する 

EPI Shutter Open/Close EPI 電動シャッターを開閉する 

EPIALL Shutter Open/Close EPI 側に装着されているシャッターを一括で開閉する 

INTSL Shutter Open/Close ファイバー光源の内蔵シャッターを開閉する 

Intensilight 

set ND1 ファイバー光源の ND フィルターを ND1 に設定する 

set ND2 ファイバー光源の ND フィルターを ND2 に設定する 

set ND4 ファイバー光源の ND フィルターを ND4 に設定する 

set ND8 ファイバー光源の ND フィルターを ND8 に設定する 

set ND16 ファイバー光源の ND フィルターを ND16 に設定する 

set ND32 ファイバー光源の ND フィルターを ND32 に設定する 

Up 
ファイバー光源の ND フィルターを番号が大きいものへ切り

替える 

Down 
ファイバー光源の ND フィルターを番号が小さいものへ切り

替える 

Aperture Stop 

Up 透過開口絞りを開口方向へ移動 

Down 透過開口絞りを閉口方向へ移動 

Preset 透過開口絞りを推奨値に設定 

DIA Field Stop 

Up 透過視野絞りを開口方向へ移動 

Down 透過視野絞りを閉口方向へ移動 

Preset 透過視野絞りを推奨値に設定 

ND Filter 

Up ND フィルターの光量を上げる 

Down ND フィルターの光量を下げる 

Preset ND フィルターの光量を推奨値に設定 

Zoom 
UP 光学ズームの倍率を上げる 

Down 光学ズームの倍率を下げる 

MODE Recall MODE1～8 Mode 観察連動 1～8 を実行する 
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Ni-U 接続時に割当て可能な機能 
 
 

項目 機能名 機能説明 

Non-Function --------- 割当てなし 

Path 

FRONT 光路を FRONT に設定する 

BINO 光路を BINO に設定する 

REAR 光路を REAR に設定する 

BINO/FRONT 光路を BINO⇔FRONT に設定する 

FRONT/REAR 光路を FRONT⇔REAR に設定する 

BINO/REAR 光路を BINO⇔REAR に設定する 

B/F/R 光路を BINO⇒FRONT⇒REAR⇒BINO に設定する 

DIA Lamp 

On/Off 透過照明のスイッチの On/Off を実行する 

Up 透過照明を明るくする 

Down 透過照明を暗くする 

Objective 

set Address1～7 レボルバーを指定位置に設定する 

Clockwise レボルバーを正回転させて対物レンズを切り替える 

Counter-Clockwise レボルバーを逆回転させて対物レンズを切り替える 

Filter Turret 

set Address1～6 蛍光キューブターレットを指定位置に設定する 

Clockwise 
蛍光キューブターレットを正回転させてフィルターキューブを切り

替える 

Counter-Clockwise 
蛍光キューブターレットを逆回転させてフィルターキューブを切り

替える 

FL Shutter Open/Close 蛍光キューブターレットの内蔵シャッターを開閉する 

DIA Shutter Open/Close DIA 電動シャッターを開閉する 

EPI Shutter Open/Close EPI 電動シャッターを開閉する 

EPIALL 

Shutter 
Open/Close EPI 側に装着されているシャッターを一括で開閉する 

INTSL 

Shutter 
Open/Close ファイバー光源の内蔵シャッターを開閉する 

Intensilight 

set ND1 ファイバー光源の ND フィルターを ND1 に設定する 

set ND2 ファイバー光源の ND フィルターを ND2 に設定する 

set ND4 ファイバー光源の ND フィルターを ND4 に設定する 

set ND8 ファイバー光源の ND フィルターを ND8 に設定する 

set ND16 ファイバー光源の ND フィルターを ND16 に設定する 

set ND32 ファイバー光源の ND フィルターを ND32 に設定する 

Up ファイバー光源の ND フィルターを番号が大きいものへ切り替える 

Down ファイバー光源の ND フィルターを番号が小さいものへ切り替える 

MODE Recall MODE1～8 Mode 観察連動 1～8 を実行する 
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Ci-E 接続時に割当て可能な機能 
 
 

項目 機能名 機能説明 

Non-Function --------- 割当てなし 

Path 

DSC 光路を DSC に設定する 

BINO 光路を BINO に設定する 

DSC/BINO 光路を DSC⇔BINO に設定する 

DIA Lamp 

On/Off 透過照明のスイッチの On/Off を実行する 

Up 透過照明を明るくする 

Down 透過照明を暗くする 

Objective 

set Address1～6 レボルバーを指定位置に設定する 

Clockwise レボルバーを正回転させて対物レンズを切り替える 

Counter-Clockwise レボルバーを逆回転させて対物レンズを切り替える 

Condenser In/Out ハネノケコンデンサーを光路へ挿脱する 
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